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条例のあらまし 
○ 埼玉県幼保連携型認定こども園の設備及び運営に関する基準等を定める条例の一部を

改正する条例のあらまし（こども支援課） 

○ 児童福祉法施行条例の一部を改正する条例のあらまし（こども安全課） 

○ 埼玉県都市公園条例の一部を改正する条例のあらまし（公園スタジアム課） 

○ 埼玉県手数料条例の一部を改正する条例のあらまし（建築安全課） 

○ 警察署の名称、位置及び管轄区域に関する条例の一部を改正する条例のあらまし（警務

課） 

条例 
○ 埼玉県幼保連携型認定こども園の設備及び運営に関する基準等を定める条例の一部を

改正する条例（こども支援課） 
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○ 警察署の名称、位置及び管轄区域に関する条例の一部を改正する条例（警務課） 

規則 
○ 埼玉県幼保連携型認定こども園の設備及び運営に関する基準等を定める条例施行規則

の一部を改正する規則（こども支援課） 

○ 埼玉県幼保連携型認定こども園の設備及び運営に関する基準等を定める条例施行規則

の一部を改正する規則の一部を改正する規則（こども支援課） 

○ 児童福祉法施行細則の一部を改正する規則（こども安全課） 

○ 埼玉県都市公園に関する規則の一部を改正する規則（公園スタジアム課） 

告示 
○ 特別保護地区の指定（狭山湖）（みどり自然課） 

○ 鳥獣保護区の更新（北本）（みどり自然課） 

○ 鳥獣保護区の更新（狭山湖）（みどり自然課） 

○ 鳥獣保護区の更新（両神）（みどり自然課） 

○ 鳥獣保護区の更新（小川西中学校）（みどり自然課） 
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○ 鳥獣保護区の更新（旧芝川）（みどり自然課） 

○ 鳥獣保護区の更新（みさと公園）（みどり自然課） 

○ 特定猟具使用禁止区域の指定（奥武蔵）（みどり自然課） 

○ 特定猟具使用禁止区域の指定（高根ゴルフ場）（みどり自然課） 

○ 特定猟具使用禁止区域の指定（川越市山の家）（みどり自然課） 

○ 特定猟具使用禁止区域の指定（国民宿舎両神荘）（みどり自然課） 

○ 特定猟具使用禁止区域の指定（川本）（みどり自然課） 

○ 特定猟具使用禁止区域の指定（庄和）（みどり自然課） 

○ 特定猟具使用禁止区域の指定（鹿飼）（みどり自然課） 

○ 特定猟具使用禁止区域の指定（妻沼）（みどり自然課） 

○ 特定猟具使用禁止区域の指定（大利根）（みどり自然課） 

○ 特定猟具使用禁止区域の指定（栗橋）（みどり自然課） 

○ 特定猟具使用禁止区域の指定（騎西）（みどり自然課） 

○ 特定猟具使用禁止区域の指定（大滝げんきプラザ）（みどり自然課） 

○ 特定猟具使用禁止区域の指定（泉地区）（みどり自然課） 

○ 施設の使用料徴収事務委託（障害者福祉推進課） 

○ 上里幹線土地改良区の役員就退任届（本庄農林振興センター） 

○ 雨水流出抑制施設の告示（河川砂防課） 

○ 大宮公園清掃・警備業務委託に関する落札者等の公示（大宮公園事務所） 

○ 県道中瀬牧西線の供用の開始（本庄県土整備事務所） 

○ 公告対象区域内における同一敷地内建築物以外の建築物の認定（熊谷建築安全センタ

ー） 

○ 埼玉県教育委員会定例会の招集（教委・総務課） 

○ 公職選挙法に基づく個人演説会等施設の指定（選挙管理委員会） 

○ 公職選挙法に基づく個人演説会等施設の指定取消し（選挙管理委員会） 

正誤 
○ 埼玉県告示第 1238号目次中訂正（河川環境課） 

 

 



本
号
で
公
布
さ
れ
た
条
例
の
あ
ら
ま
し 

 

埼
玉
県
幼
保
連
携
型
認
定
こ
ど
も
園
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
等
を
定
め
る
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
（
埼
玉
県
条
例
第
三
十
八
号
）
（
こ
ど
も
支
援
課
） 

一 

趣
旨 

 
 

幼
保
連
携
型
認
定
こ
ど
も
園
の
学
級
の
編
制
、
職
員
、
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
等
の

一
部
改
正
に
伴
い
、
幼
保
連
携
型
認
定
こ
ど
も
園
に
係
る
運
営
に
関
す
る
基
準
等
を
改
定
す
る

た
め
の
改
正 

二 

内
容 

 

㈠ 

学
級
編
制
基
準
の
変
更 

 

 
 

㈡ 
 

職
員
配
置
基
準
の
特
例
制
度
の
導
入
に
伴
う
基
準
の
改
定 

 

 
 

㈢ 
 

児
童
対
象
性
暴
力
等
の
防
止
措
置
に
係
る
基
準
の
追
加 

三 

施
行
期
日 

 
 

公
布
の
日
。
た
だ
し
、
児
童
対
象
性
暴
力
等
の
防
止
措
置
に
係
る
基
準
の
追
加
は
令
和
八
年

十
二
月
二
十
五
日
。 

 



本
号
で
公
布
さ
れ
た
条
例
の
あ
ら
ま
し 

  
児
童
福
祉
法
施
行
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
（
埼
玉
県
条
例
第
三
十
九
号
）
（
こ
ど
も
安

全
課
） 

一 

趣
旨 

児
童
福
祉
法
等
の
一
部
改
正
等
に
伴
い
、
一
時
保
護
委
託
者
の
登
録
等
に
関
す
る
基
準
を
定
め

る
と
と
も
に
、
指
定
障
害
児
通
所
支
援
事
業
等
に
係
る
運
営
に
関
す
る
基
準
等
を
改
定
す
る
た
め

の
改
正 

二 

内
容 

㈠ 

一
時
保
護
委
託
者
の
登
録
等
に
関
す
る
基
準
の
章
を
新
設
す
る
。 

㈡ 

児
童
対
象
性
暴
力
等
の
防
止
に
関
す
る
規
定
を
追
加
す
る
。 

三 

施
行
期
日 

 

㈠ 

公
布
の
日 

㈡ 

令
和
八
年
十
二
月
二
十
五
日 

 



本
号
で
公
布
さ
れ
た
条
例
の
あ
ら
ま
し 

  
埼
玉
県
都
市
公
園
条
例
（
昭
和
三
十
六
年
九
月
二
十
九
日
条
例
第
三
十
八
号
）
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
（
埼
玉
県
条
例
第
四
十
号
）
（
公
園
ス
タ
ジ
ア
ム
課
） 

一 

趣
旨 

 

都
市
公
園
法
（
昭
和
三
十
一
年
法
律
第
七
十
九
号
）
に
基
づ
く
公
募
設
置
管
理
制
度
を
活
用

し
て
い
く
た
め
、
埼
玉
県
都
市
公
園
条
例
を
改
正
す
る
も
の 

二 

内
容 

㈠ 

公
募
設
置
管
理
制
度
に
よ
り
事
業
者
を
公
募
す
る
際
の
使
用
料
の
額
に
つ
い
て
、
規
則
で

定
め
る
旨
を
新
た
に
追
加 

㈡ 

規
定
の
整
備 

三 

施
行
期
日 

 

公
布
の
日 



本
号
で
公
布
さ
れ
た
条
例
の
あ
ら
ま
し 

  
埼
玉
県
手
数
料
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
（
埼
玉
県
条
例
第
四
十
一
号
）
（
建
築
安
全
課
） 

一 

趣
旨 

 
 

建
築
基
準
法
の
一
部
改
正
に
よ
り
、
特
定
行
政
庁
の
許
可
に
よ
る
特
例
と
し
て
、
特
定
業
務 

 

施
設
等
誘
導
地
区
内
に
お
け
る
建
築
物
の
容
積
率
又
は
建
築
面
積
の
最
低
限
度
等
の
緩
和
が
新 

 

設
さ
れ
た
こ
と
か
ら
行
う
改
正 

二 

内
容 

 
 

「
容
積
率
又
は
建
築
面
積
の
最
低
限
度
」
及
び
「
高
さ
の
最
高
限
度
」
の
特
例
許
可
が
新
設 

 

さ
れ
た
こ
と
に
伴
う
、
特
例
許
可
の
申
請
に
対
す
る
審
査
事
務
の
新
設 

三 

施
行
期
日 

 
 

都
市
再
生
特
別
措
置
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
令
和
八
年
法
律
第
二
十
三
号
）
の
施 

 

行
の
日
か
ら
施
行 



本
号
で
公
布
さ
れ
た
条
例
の
あ
ら
ま
し 

 
 

 
警
察
署
の
名
称
䣍
位
置
及
び
管
轄
区
域
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
䥹
埼
玉
県
条

例
第
四
十
二
号
䥺
䥹
警
務
課
䥺 

一 

趣
旨 

 
 

川
口
市
内
の
治
安
状
況
に
的
確
に
対
応
す
る
た
め
䣍
新
た
に
䣍
川
口
市
に
川
口
北
警
察
署
を

設
置
し
䣍
同
署
の
管
轄
区
域
を
定
め
る
と
と
も
に
䣍
川
口
警
察
署
及
び
武
南
警
察
署
の
管
轄
区

域
を
変
更
す
る
た
め
の
改
正 

二 

内
容 

 

㈠ 

川
口
北
警
察
署
の
名
称
䣍
位
置
及
び
管
轄
区
域
に
係
る
規
定
の
整
備 

 

㈡ 

川
口
警
察
署
及
び
武
南
警
察
署
の
管
轄
区
域
に
係
る
規
定
の
改
正 

三 

施
行
期
日 

 
 

令
和
九
年
三
月
一
日 

 



条

例 

埼
玉
県
幼
保
連
携
型
認
定
こ
ど
も
園
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
等
を
定
め
る
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。 

令
和
八
年
十
月
二
十
三
日 

埼
玉
県
知
事 

大 

野 

元 

裕 

埼
玉
県
条
例
第
三
十
八
号 

埼
玉
県
幼
保
連
携
型
認
定
こ
ど
も
園
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
等
を
定
め
る
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例 

埼
玉
県
幼
保
連
携
型
認
定
こ
ど
も
園
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
等
を
定
め
る
条
例
（
平

成
十
八
年
埼
玉
県
条
例
第
六
十
七
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

目
次
中
「
第
十
六
条
」
を
「
第
十
七
条
」
に
改
め
る
。 

第
十
六
条
を
第
十
七
条
と
し
、
第
九
条
か
ら
第
十
五
条
ま
で
を
一
条
ず
つ
繰
り
下
げ
る
。 

第
八
条
第
二
項
中
「
三
十
五
人
」
を
「
三
十
人
」
に
改
め
、
同
条
第
三
項
中
「
指
導
保
育
教
諭
」

の
下
に
「
、
主
務
保
育
教
諭
」
を
加
え
、
「
三
十
五
人
」
を
「
三
十
人
」
に
改
め
、
同
条
を
第
九

条
と
し
、
第
七
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。 

 

（
児
童
対
象
性
暴
力
等
の
防
止
） 

第
八
条 

幼
保
連
携
型
認
定
こ
ど
も
園
の
児
童
対
象
性
暴
力
等
の
防
止
に
係
る
基
準
は
、
省
令
第

三
条
の
三
に
規
定
す
る
基
準
の
例
に
よ
る
こ
と
と
す
る
。 

別
表
第
三
号
イ
中
「
教
育
保
育
従
事
職
員
は
」
の
下
に
「
、
規
則
で
定
め
る
場
合
を
除
き
」
を

加
え
る
。 附 

則 

こ
の
条
例
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
第
七
条
の
次
に
一
条
を
加
え
る
改
正
規

定
は
、
令
和
八
年
十
二
月
二
十
五
日
か
ら
施
行
す
る
。 

  



条

例 

児
童
福
祉
法
施
行
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。 

令
和
八
年
十
月
二
十
三
日 

埼
玉
県
知
事 

大 

野 

元 

裕 

埼
玉
県
条
例
第
三
十
九
号 

 
 

児
童
福
祉
法
施
行
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例 

 

児
童
福
祉
法
施
行
条
例
（
平
成
二
十
四
年
埼
玉
県
条
例
第
六
十
八
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に

改
正
す
る
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

「
第
三
章
の
二 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

第
四
章 

児
童 

一
時
保
護
委
託
者
の
登
録
等
に
関
す
る
基
準
（
第
百
四
十
八
条
の
三―

第
百
四
十
八
条
の
二
十
七
） 

福
祉
施
設
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

に
改
め
る
。 

 

第
一
条
の
三
十
六
中
「
こ
の
条
、
第
九
十
一
条
の
二
、
第
百
四
十
八
条
の
二
及
び
第
二
百
六
十

五
条
に
お
い
て
」
を
削
り
、
「
第
九
十
一
条
の
二
第
一
項
、
第
百
四
十
八
条
の
二
第
一
項
及
び
第

二
百
六
十
五
条
に
お
い
て
」
を
「
以
下
」
に
改
め
る
。 

第
四
十
六
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。 

（
児
童
対
象
性
暴
力
等
の
防
止
） 

第
四
十
六
条 

児
童
対
象
性
暴
力
等
の
防
止
に
係
る
基
準
は
、
省
令
第
四
十
六
条
に
規
定
す
る
基

準
の
例
に
よ
る
こ
と
と
す
る
。 

 

第
五
十
四
条
の
五
中
「
省
令
第
四
十
五
条
」
と
」
の
下
に
「
、
第
四
十
六
条
中
「
第
四
十
六
条
」

と
あ
る
の
は
、
「
第
五
十
四
条
の
五
に
お
い
て
準
用
す
る
省
令
第
四
十
六
条
」
と
」
を
加
え
る
。 

 

第
五
十
八
条
中
「
第
三
十
三
条
」
の
下
に
「
、
第
四
十
六
条
」
を
加
え
る
。 

 

第
七
十
七
条
中
「
第
四
十
五
条
ま
で
、
第
四
十
七
条
か
ら
」
を
削
り
、
「
省
令
第
四
十
五
条
」

と
」
の
下
に
「
、
第
四
十
六
条
中
「
第
四
十
六
条
」
と
あ
る
の
は
「
第
七
十
一
条
に
お
い
て
準
用

す
る
省
令
第
四
十
六
条
」
と
」
を
加
え
る
。 

 

第
七
十
七
条
の
二
中
「
第
四
十
五
条
ま
で
、
第
四
十
七
条
か
ら
」
を
削
り
、
「
省
令
第
四
十
五

条
」
と
」
の
下
に
「
、
第
四
十
六
条
中
「
第
四
十
六
条
」
と
あ
る
の
は
「
第
七
十
一
条
の
二
に
お

い
て
準
用
す
る
省
令
第
四
十
六
条
」
と
」
を
加
え
る
。 

 

第
八
十
条
の
九
中
「
第
四
十
五
条
ま
で
、
第
四
十
七
条
か
ら
」
を
削
り
、
「
省
令
第
四
十
五
条
」

と
」
の
下
に
「
、
第
四
十
六
条
中
「
第
四
十
六
条
」
と
あ
る
の
は
「
第
七
十
一
条
の
十
四
に
お
い

て
準
用
す
る
省
令
第
四
十
六
条
」
と
」
を
加
え
る
。 

 

第
八
十
八
条
中
「
第
四
十
五
条
ま
で
、
第
四
十
七
条
か
ら
」
を
削
り
、
「
省
令
第
四
十
五
条
」

と
」
の
下
に
「
、
第
四
十
六
条
中
「
第
四
十
六
条
」
と
あ
る
の
は
「
第
七
十
九
条
に
お
い
て
準
用

目
次
中
「
第
四
章 

児
童
福
祉
施
設
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
」
を 

」 

 



す
る
省
令
第
四
十
六
条
」
と
」
を
加
え
る
。 

 

第
百
三
十
四
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。 

（
児
童
対
象
性
暴
力
等
の
防
止
） 

第
百
三
十
四
条 

児
童
対
象
性
暴
力
等
の
防
止
に
係
る
基
準
は
、
省
令
第
四
十
三
条
に
規
定
す
る

基
準
の
例
に
よ
る
こ
と
と
す
る
。 

 

第
百
四
十
八
条
中
「
省
令
第
四
十
二
条
」
と
」
の
下
に
「
、
第
百
三
十
四
条
中
「
第
四
十
三
条
」

と
あ
る
の
は
「
第
五
十
七
条
に
お
い
て
準
用
す
る
省
令
第
四
十
三
条
」
と
」
を
加
え
る
。 

 

第
三
章
の
次
に
次
の
一
章
を
加
え
る
。 

 
 

 

第
三
章
の
二 

一
時
保
護
委
託
者
の
登
録
等
に
関
す
る
基
準 

 

（
定
義
） 

第
百
四
十
八
条
の
三 

こ
の
章
に
お
い
て
使
用
す
る
用
語
は
、
特
別
の
定
め
が
あ
る
場
合
を
除
き
、

法
、
施
行
令
、
施
行
規
則
及
び
一
時
保
護
委
託
者
の
登
録
等
に
関
す
る
基
準
（
令
和
八
年
内
閣

府
令
第
十
六
号
。
以
下
こ
の
章
に
お
い
て
「
府
令
」
と
い
う
。
）
に
お
い
て
使
用
す
る
用
語
の

例
に
よ
る
。 

 

（
最
低
基
準
の
目
的
等
） 

第
百
四
十
八
条
の
四 

こ
の
条
例
で
定
め
る
基
準
（
次
項
に
お
い
て
「
最
低
基
準
」
と
い
う
。
）

は
、
登
録
一
時
保
護
委
託
施
設
に
入
所
し
て
い
る
児
童
が
、
明
る
く
て
、
衛
生
的
な
環
境
に
お

い
て
、
心
身
と
も
に
健
や
か
に
し
て
、
安
全
な
生
活
を
送
る
こ
と
を
保
障
す
る
も
の
と
す
る
。 

２ 

県
は
、
最
低
基
準
を
常
に
向
上
さ
せ
る
よ
う
に
努
め
る
も
の
と
す
る
。 

 

（
登
録
一
時
保
護
委
託
者
の
一
般
原
則
） 

第
百
四
十
八
条
の
五 

登
録
一
時
保
護
委
託
者
は
、
入
所
し
て
い
る
児
童
の
権
利
に
十
分
配
慮
す

る
と
と
も
に
、
一
人
一
人
の
人
格
を
尊
重
し
て
、
そ
の
運
営
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

２ 

登
録
一
時
保
護
委
託
者
は
、
入
所
し
て
い
る
児
童
の
国
籍
、
信
条
、
社
会
的
身
分
等
に
よ
っ

て
、
差
別
的
取
扱
い
を
し
て
は
な
ら
な
い
。 

３ 

登
録
一
時
保
護
委
託
者
は
、
法
第
三
十
三
条
第
一
項
又
は
第
二
項
に
規
定
す
る
一
時
保
護
の

目
的
を
達
成
す
る
た
め
に
必
要
な
設
備
を
設
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

４ 

登
録
一
時
保
護
委
託
者
は
、
入
所
し
て
い
る
児
童
の
安
全
を
確
保
す
る
た
め
、
事
故
の
防
止

及
び
防
犯
に
関
す
る
措
置
を
講
ず
る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

（
児
童
の
権
利
の
制
限
） 

第
百
四
十
八
条
の
六 

児
童
の
権
利
の
制
限
に
係
る
基
準
は
、
府
令
第
四
条
に
規
定
す
る
基
準
の

例
に
よ
る
こ
と
と
す
る
。 

 

（
児
童
の
行
動
の
制
限
） 

第
百
四
十
八
条
の
七 

児
童
の
行
動
の
制
限
に
係
る
基
準
は
、
府
令
第
五
条
に
規
定
す
る
基
準
の

例
に
よ
る
こ
と
と
す
る
。 



 

（
虐
待
等
の
禁
止
） 

第
百
四
十
八
条
の
八 

虐
待
等
の
禁
止
に
係
る
基
準
は
、
府
令
第
六
条
に
規
定
す
る
基
準
の
例
に

よ
る
こ
と
と
す
る
。 

 

（
児
童
対
象
性
暴
力
等
の
防
止
） 

第
百
四
十
八
条
の
九 

児
童
対
象
性
暴
力
等
の
防
止
に
係
る
基
準
は
、
府
令
第
七
条
に
規
定
す
る

基
準
の
例
に
よ
る
こ
と
と
す
る
。 

 

（
非
常
災
害
対
策
） 

第
百
四
十
八
条
の
十 

登
録
一
時
保
護
委
託
者
は
、
登
録
一
時
保
護
委
託
施
設
に
お
い
て
、
軽
便

消
火
器
等
の
消
火
用
具
、
非
常
口
そ
の
他
非
常
災
害
に
必
要
な
設
備
を
設
け
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。 

２ 

登
録
一
時
保
護
委
託
者
は
、
非
常
災
害
に
対
す
る
具
体
的
計
画
を
立
て
、
こ
れ
に
対
す
る
不

断
の
注
意
と
訓
練
に
努
め
る
体
制
を
整
備
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

３ 

登
録
一
時
保
護
委
託
者
は
、
前
項
の
訓
練
の
う
ち
、
避
難
及
び
消
火
に
対
す
る
訓
練
は
、
少

な
く
と
も
毎
月
一
回
、
こ
れ
を
行
う
体
制
を
整
備
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

４ 

登
録
一
時
保
護
委
託
者
は
、
食
糧
そ
の
他
の
非
常
災
害
時
に
お
い
て
必
要
と
な
る
物
資
の
備

蓄
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

（
自
動
車
を
運
行
す
る
場
合
の
所
在
の
確
認
） 

第
百
四
十
八
条
の
十
一 

自
動
車
を
運
行
す
る
場
合
の
所
在
の
確
認
に
係
る
基
準
は
、
府
令
第
九

条
に
規
定
す
る
基
準
の
例
に
よ
る
こ
と
と
す
る
。 

 

（
児
童
の
権
利
擁
護
） 

第
百
四
十
八
条
の
十
二 

児
童
の
権
利
擁
護
に
係
る
基
準
は
、
府
令
第
十
条
に
規
定
す
る
基
準
の

例
に
よ
る
こ
と
と
す
る
。 

 

（
児
童
の
所
持
品
等
） 

第
百
四
十
八
条
の
十
三 

登
録
一
時
保
護
委
託
者
は
、
入
所
す
る
児
童
の
所
持
品
等
の
取
扱
い
に

つ
い
て
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
要
件
を
満
た
す
体
制
を
整
備
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

一 

合
理
的
な
理
由
な
く
、
児
童
の
所
持
す
る
物
の
持
込
み
を
禁
止
し
な
い
こ
と
。 

二 

前
号
に
規
定
す
る
合
理
的
な
理
由
が
あ
り
、
や
む
を
得
ず
児
童
の
所
持
す
る
物
の
持
込
み

を
禁
止
す
る
場
合
は
、
児
童
又
は
他
人
の
生
命
等
に
関
わ
る
緊
急
の
場
合
を
除
き
、
あ
ら
か

じ
め
児
童
相
談
所
長
に
相
談
す
る
こ
と
。 

三 

第
一
号
に
規
定
す
る
合
理
的
な
理
由
が
あ
り
、
や
む
を
得
ず
児
童
の
所
持
す
る
物
の
持
込

み
を
禁
止
す
る
場
合
は
、
児
童
相
談
所
長
が
、
児
童
に
対
し
て
、
そ
の
理
由
に
つ
い
て
十
分

な
説
明
を
行
い
、
児
童
の
理
解
を
得
る
た
め
に
、
児
童
相
談
所
長
に
協
力
す
る
よ
う
努
め
る

こ
と
。 

四 

児
童
の
所
持
す
る
物
を
保
管
す
る
場
合
は
、
紛
失
、
盗
難
、
毀
損
等
が
生
じ
な
い
よ
う
な



設
備
に
保
管
す
る
こ
と
。 

 

（
設
備
の
基
準
） 

第
百
四
十
八
条
の
十
四 

登
録
一
時
保
護
委
託
施
設
の
設
備
の
基
準
は
、
府
令
第
十
二
条
（
同
条

第
五
号
を
除
く
。
）
に
規
定
す
る
基
準
の
例
に
よ
る
こ
と
と
す
る
。 

２ 

浴
室
及
び
便
所
は
、
男
子
用
と
女
子
用
と
を
別
に
す
る
こ
と
。
た
だ
し
、
少
数
の
児
童
又
は

お
お
む
ね
六
歳
以
下
の
児
童
を
対
象
と
し
て
設
け
る
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。 

 

（
登
録
一
時
保
護
委
託
者
に
お
け
る
職
員
の
一
般
的
要
件
） 

第
百
四
十
八
条
の
十
五 
登
録
一
時
保
護
委
託
者
に
お
け
る
職
員
の
一
般
的
要
件
に
係
る
基
準
は
、

府
令
第
十
三
条
に
規
定
す
る
基
準
の
例
に
よ
る
こ
と
と
す
る
。 

 

（
夜
間
の
職
員
配
置
） 

第
百
四
十
八
条
の
十
六 

登
録
一
時
保
護
委
託
者
は
、
登
録
一
時
保
護
委
託
施
設
に
お
い
て
、
夜

間
、
少
な
く
と
も
職
員
一
人
以
上
を
置
く
体
制
を
整
備
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

（
他
の
社
会
福
祉
施
設
を
併
せ
て
設
置
す
る
と
き
の
設
備
及
び
職
員
の
基
準
） 

第
百
四
十
八
条
の
十
七 

登
録
一
時
保
護
委
託
施
設
に
他
の
社
会
福
祉
施
設
を
併
せ
て
設
置
す
る

と
き
の
設
備
及
び
職
員
の
基
準
は
、
府
令
第
十
五
条
に
規
定
す
る
基
準
の
例
に
よ
る
こ
と
と
す

る
。 

 

（
衛
生
管
理
等
） 

第
百
四
十
八
条
の
十
八 

登
録
一
時
保
護
委
託
施
設
の
衛
生
管
理
は
、
次
に
掲
げ
る
要
件
を
満
た

さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

一 

入
所
す
る
児
童
の
使
用
す
る
設
備
、
食
器
等
又
は
飲
用
に
供
す
る
水
に
つ
い
て
は
、
衛
生

的
な
管
理
に
努
め
、
又
は
衛
生
上
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
こ
と
。 

二 

当
該
登
録
一
時
保
護
委
託
施
設
に
お
い
て
感
染
症
又
は
食
中
毒
が
発
生
し
、
又
は
ま
ん
延

し
な
い
よ
う
努
め
る
こ
と
。 

三 

入
所
す
る
児
童
の
希
望
等
を
勘
案
し
、
清
潔
を
維
持
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
適
切
に
、

入
所
す
る
児
童
を
入
浴
さ
せ
、
又
は
清
拭し

き

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
。 

四 

入
所
す
る
児
童
に
対
し
清
潔
な
衣
服
を
提
供
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
。
た
だ
し
、
下

着
は
児
童
の
所
持
す
る
も
の
を
使
用
さ
せ
、
又
は
未
使
用
の
も
の
を
提
供
す
る
こ
と
。 

五 

必
要
な
医
薬
品
そ
の
他
の
医
療
品
を
備
え
る
と
と
も
に
、
そ
れ
ら
の
管
理
を
適
正
に
行
わ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
。 

 

（
食
事
） 

第
百
四
十
八
条
の
十
九 

食
事
に
係
る
基
準
は
、
府
令
第
十
七
条
に
規
定
す
る
基
準
の
例
に
よ
る

こ
と
と
す
る
。 

 

（
入
所
し
た
児
童
及
び
職
員
の
健
康
状
態
の
把
握
等
） 

第
百
四
十
八
条
の
二
十 

児
童
相
談
所
長
は
、
入
所
し
た
児
童
の
健
康
状
態
を
把
握
す
る
た
め
に
、



当
該
児
童
の
状
況
等
に
応
じ
、
医
師
又
は
歯
科
医
師
に
よ
る
診
察
そ
の
他
の
必
要
な
措
置
を
講

じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
な
お
、
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
に
当
た
り
、
登
録
一
時
保
護
委
託
者

は
、
児
童
又
は
他
人
の
生
命
等
に
関
わ
る
緊
急
の
場
合
を
除
き
、
あ
ら
か
じ
め
児
童
相
談
所
長

に
相
談
す
る
体
制
を
整
備
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

２ 

前
項
の
措
置
の
実
施
に
よ
り
児
童
の
健
康
状
態
を
把
握
し
た
医
師
又
は
歯
科
医
師
は
、
そ
の

結
果
必
要
な
事
項
を
入
所
し
た
児
童
の
健
康
を
記
録
す
る
表
に
記
入
す
る
と
と
も
に
、
必
要
に

応
じ
一
時
保
護
の
解
除
及
び
医
療
上
の
措
置
等
必
要
な
手
続
を
と
る
こ
と
を
、
児
童
相
談
所
長

に
勧
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

３ 

登
録
一
時
保
護
委
託
者
は
、
登
録
一
時
保
護
委
託
施
設
に
入
所
す
る
児
童
の
保
護
に
従
事
す

る
職
員
の
健
康
状
態
の
把
握
に
当
た
っ
て
は
、
特
に
入
所
し
て
い
る
児
童
の
食
事
を
調
理
す
る

者
に
つ
き
、
綿
密
な
注
意
を
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

（
養
護
） 

第
百
四
十
八
条
の
二
十
一 

登
録
一
時
保
護
委
託
者
は
、
登
録
一
時
保
護
委
託
施
設
に
お
け
る
養

護
に
つ
い
て
、
児
童
に
対
し
て
安
定
し
た
生
活
環
境
を
整
え
る
と
と
も
に
、
生
活
支
援
及
び
教

育
を
行
い
つ
つ
児
童
を
養
育
す
る
こ
と
に
よ
り
、
児
童
の
心
身
の
健
や
か
な
成
長
を
支
援
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
行
う
体
制
を
整
備
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

（
生
活
支
援
、
教
育
及
び
親
子
関
係
再
構
築
支
援
等
） 

 

第
百
四
十
八
条
の
二
十
二 

生
活
支
援
、
教
育
及
び
親
子
関
係
再
構
築
支
援
等
に
係
る
基
準
は
、

府
令
第
二
十
条
に
規
定
す
る
基
準
の
例
に
よ
る
こ
と
と
す
る
。 

 

（
登
録
一
時
保
護
委
託
者
内
部
の
規
程
） 

 

第
百
四
十
八
条
の
二
十
三 

登
録
一
時
保
護
委
託
者
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
の
う
ち
必
要
な
事
項

に
つ
き
規
程
を
設
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

一 

入
所
す
る
児
童
の
支
援
に
関
す
る
事
項 

二 

そ
の
他
施
設
の
管
理
に
つ
い
て
の
重
要
事
項 

 

（
登
録
一
時
保
護
委
託
者
に
お
け
る
記
録
） 

第
百
四
十
八
条
の
二
十
四 

登
録
一
時
保
護
委
託
者
は
、
入
所
す
る
児
童
の
処
遇
の
状
況
に
つ
い

て
、
児
童
相
談
所
か
ら
求
め
ら
れ
た
場
合
に
、
そ
の
情
報
を
提
示
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

記
録
す
る
体
制
を
整
備
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

（
秘
密
保
持
等
） 

第
百
四
十
八
条
の
二
十
五 

秘
密
保
持
等
に
係
る
基
準
は
、
府
令
第
二
十
三
条
に
規
定
す
る
基
準

の
例
に
よ
る
こ
と
と
す
る
。 

 

（
苦
情
へ
の
対
応
） 

第
百
四
十
八
条
の
二
十
六 

知
事
は
、
登
録
一
時
保
護
委
託
施
設
に
入
所
し
て
い
る
児
童
又
は
そ

の
保
護
者
等
か
ら
の
苦
情
に
迅
速
か
つ
適
切
に
対
応
す
る
た
め
に
、
苦
情
を
受
け
付
け
る
た
め



の
窓
口
を
設
置
す
る
等
の
必
要
な
措
置
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

２ 

知
事
は
、
前
項
の
必
要
な
措
置
と
し
て
、
苦
情
の
公
正
な
解
決
を
図
る
た
め
に
、
苦
情
の
解

決
に
当
た
っ
て
当
該
登
録
一
時
保
護
委
託
者
の
職
員
以
外
の
者
を
関
与
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。 

 

（
電
磁
的
記
録
） 

第
百
四
十
八
条
の
二
十
七 

登
録
一
時
保
護
委
託
者
の
職
員
は
、
記
録
、
作
成
そ
の
他
こ
れ
ら
に

類
す
る
も
の
の
う
ち
、
こ
の
章
の
規
定
に
お
い
て
書
面
で
行
う
こ
と
が
規
定
さ
れ
て
い
る
又
は

想
定
さ
れ
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
書
面
に
代
え
て
、
当
該
書
面
に
係
る
電
磁
的
記
録
に
よ
り
行

う
こ
と
が
で
き
る
。 

 

第
百
六
十
条
の
二
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。 

（
児
童
対
象
性
暴
力
等
の
防
止
） 

第
百
六
十
条
の
三 

児
童
対
象
性
暴
力
等
の
防
止
に
係
る
基
準
は
、
省
令
第
九
条
の
五
に
規
定
す

る
基
準
の
例
に
よ
る
こ
と
と
す
る
。 

 
 

 

附 

則 

 

こ
の
条
例
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
第
四
十
六
条
、
第
五
十
四
条
の
五
、
第

五
十
八
条
、
第
七
十
七
条
、
第
七
十
七
条
の
二
、
第
八
十
条
の
九
、
第
八
十
八
条
、
第
百
三
十
四

条
及
び
第
百
四
十
八
条
の
改
正
規
定
並
び
に
第
百
六
十
条
の
二
の
次
に
一
条
を
加
え
る
改
正
規
定

は
、
令
和
八
年
十
二
月
二
十
五
日
か
ら
施
行
す
る
。 

 



条

例 

埼
玉
県
都
市
公
園
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。 

令
和
八
年
十
月
二
十
三
日 

埼
玉
県
知
事 

大 

野 

元 

裕 

埼
玉
県
条
例
第
四
十
号 

 

埼
玉
県
都
市
公
園
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例 

 

埼
玉
県
都
市
公
園
条
例
（
昭
和
三
十
六
年
埼
玉
県
条
例
第
三
十
八
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に

改
正
す
る
。 

 

第
一
条
の
四
第
二
項
中
「
こ
の
項
」
の
下
に
「
及
び
第
十
七
条
第
二
項
」
を
加
え
る
。 

 

第
一
条
の
六
第
二
項
中
「
特
定
公
園
施
設
」
の
下
に
「
（
高
齢
者
、
障
害
者
等
の
移
動
等
の
円

滑
化
の
促
進
に
関
す
る
法
律
第
二
条
第
十
五
号
に
規
定
す
る
特
定
公
園
施
設
を
い
う
。
別
表
第
一

に
お
い
て
同
じ
。
）
」
を
加
え
る
。 

 

第
十
七
条
中
第
三
項
を
第
四
項
と
し
、
第
二
項
を
第
三
項
と
し
、
第
一
項
の
次
に
次
の
一
項
を

加
え
る
。 

２ 

法
第
五
条
の
二
第
四
項
の
条
例
で
定
め
る
額
は
、
公
募
対
象
公
園
施
設
の
設
置
又
は
管
理
及

び
同
条
第
二
項
第
五
号
に
規
定
す
る
特
定
公
園
施
設
の
建
設
が
都
市
公
園
の
利
用
者
の
利
便
の

向
上
を
図
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
勘
案
し
て
、
規
則
で
定
め
る
。 

 
 

 

附 

則 

 

こ
の
条
例
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。 



条

例 

埼
玉
県
手
数
料
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
を
こ
こ
に
公
布
す
る 

令
和
八
年
十
月
二
十
三
日 

埼
玉
県
知
事 

大 

野 

元 

裕 

埼
玉
県
条
例
第
四
十
一
号 

 
 

 

埼
玉
県
手
数
料
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例 

 

埼
玉
県
手
数
料
条
例
（
平
成
十
二
年
埼
玉
県
条
例
第
九
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

 

別
表
都
市
整
備
部
の
項
中
第
百
三
十
五
号
を
第
百
三
十
八
号
と
し
、
第
五
十
二
号
か
ら
第
百
三

十
四
号
ま
で
を
三
号
ず
つ
繰
り
下
げ
、
第
五
十
一
号
の
二
を
第
五
十
四
号
と
し
、
第
四
十
三
号
か

ら
第
五
十
一
号
ま
で
を
二
号
ず
つ
繰
り
下
げ
、
第
四
十
二
号
の
次
に
次
の
二
号
を
加
え
る
。 

                       
 

 

附 

則 

 

こ
の
条
例
は
、
都
市
再
生
特
別
措
置
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
令
和
八
年
法
律
第
二
十

四
十
四 

建
築
基
準

法
第
六
十
条
の
四

第
二
項
た
だ
し
書

の
規
定
に
基
づ
く

建
築
物
の
高
さ
の

最
高
限
度
の
特
例

の
許
可
の
申
請
に

対
す
る
審
査 

四
十
三 

建
築
基
準

法
第
六
十
条
の
四

第
一
項
第
三
号
の

規
定
に
基
づ
く
建

築
物
の
容
積
率
又

は
建
築
面
積
の
最

低
限
度
の
特
例
の

許
可
の
申
請
に
対

す
る
審
査 

特
定
業
務

施
設
等
誘

導
地
区
内

に
お
け
る

建
築
物
の

高
さ
の
最

高
限
度
の

特
例
許
可

申
請
手
数

料 特
定
業
務

施
設
等
誘

導
地
区
内

に
お
け
る

建
築
物
の

容
積
率
又

は
建
築
面

積
の
最
低

限
度
の
特

例
許
可
申

請
手
数
料 

十
六
万
円 

十
六
万
円 

 



三
号
）
の
施
行
の
日
か
ら
施
行
す
る
。 



条

例 

 

警
察
署
の
名
称
、
位
置
及
び
管
轄
区
域
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
を
こ
こ
に
公

布
す
る
。 

令
和
八
年
十
月
二
十
三
日 

埼
玉
県
知
事 

大 

野 

元 

裕 

埼
玉
県
条
例
第
四
十
二
号 

 
 

 

警
察
署
の
名
称
、
位
置
及
び
管
轄
区
域
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例 

 

警
察
署
の
名
称
、
位
置
及
び
管
轄
区
域
に
関
す
る
条
例
（
昭
和
二
十
九
年
埼
玉
県
条
例
第
二
十

七
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

 

別
表
川
口
警
察
署
の
項
中
「
本
町
一
丁
目
、
本
町
二
丁
目
、
」
、
「
、
栄
町
一
丁
目
」
、
「
、

舟
戸
町
」
、
「
、
朝
日
一
丁
目
、
朝
日
二
丁
目
、
朝
日
三
丁
目
、
朝
日
四
丁
目
、
朝
日
五
丁
目
、

朝
日
六
丁
目
、
末
広
一
丁
目
、
末
広
二
丁
目
、
末
広
三
丁
目
、
新
井
町
、
元
郷
一
丁
目
、
元
郷
二

丁
目
、
元
郷
三
丁
目
、
元
郷
四
丁
目
、
元
郷
五
丁
目
、
元
郷
六
丁
目
、
弥
平
一
丁
目
、
弥
平
二
丁

目
、
弥
平
三
丁
目
、
弥
平
四
丁
目
、
東
領
家
一
丁
目
、
東
領
家
二
丁
目
、
東
領
家
三
丁
目
、
東
領

家
四
丁
目
、
東
領
家
五
丁
目
、
領
家
一
丁
目
、
領
家
二
丁
目
、
領
家
三
丁
目
、
領
家
四
丁
目
、
領

家
五
丁
目
、
河
原
町
」
及
び
「
、
大
字
安
行
領
根
岸
（
芝
川
左
岸
地
域
を
除
く
。
）
」
を
削
り
、

同
項
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。 

                 

川
口
北
警
察
署 

川
口
市 

川
口
市
の
内
大
字
安
行
領
根
岸
、
大
字
安
行
領
在
家
、

大
字
道
合
、
大
字
神
戸
、
大
字
木
曽
呂
、
大
字
東
内
野
、

大
字
源
左
衛
門
新
田
、
大
字
石
神
、
大
字
赤
芝
新
田
、

大
字
西
新
井
宿
、
大
字
新
井
宿
、
大
字
赤
山
、
大
字
安

行
、
大
字
安
行
吉
岡
、
大
字
安
行
藤
八
、
大
字
安
行
吉

蔵
、
大
字
安
行
北
谷
、
大
字
安
行
小
山
、
大
字
安
行
西

立
野
、
大
字
安
行
原
、
大
字
安
行
領
家
、
安
行
出
羽
一

丁
目
、
安
行
出
羽
二
丁
目
、
安
行
出
羽
三
丁
目
、
安
行

出
羽
四
丁
目
、
安
行
出
羽
五
丁
目
、
大
字
安
行
慈
林
、

大
字
戸
塚
、
東
川
口
一
丁
目
、
東
川
口
二
丁
目
、
東
川

口
三
丁
目
、
東
川
口
四
丁
目
、
東
川
口
五
丁
目
、
東
川

口
六
丁
目
、
戸
塚
一
丁
目
、
戸
塚
二
丁
目
、
戸
塚
三
丁

目
、
戸
塚
四
丁
目
、
戸
塚
五
丁
目
、
戸
塚
六
丁
目
、
戸

塚
東
一
丁
目
、
戸
塚
東
二
丁
目
、
戸
塚
東
三
丁
目
、
戸

塚
東
四
丁
目
、
戸
塚
鋏
町
、
戸
塚
境
町
、
戸
塚
南
一
丁

目
、
戸
塚
南
二
丁
目
、
戸
塚
南
三
丁
目
、
戸
塚
南
四
丁

目
、
戸
塚
南
五
丁
目
、
大
字
藤
兵
衛
新
田
、
大
字
行
衛
、

北
原
台
一
丁
目
、
北
原
台
二
丁
目
、
北
原
台
三
丁
目
、

大
字
差
間
、
差
間
一
丁
目
、
差
間
二
丁
目
、
差
間
三
丁

目
、
大
字
西
立
野
、
大
字
長
蔵
新
田
、
長
蔵
一
丁
目
、

長
蔵
二
丁
目
、
長
蔵
三
丁
目
、
大
字
久
左
衛
門
新
田 

 



     

別
表
武
南
警
察
署
の
項
中
「
大
字
安
行
領
根
岸
（
芝
川
左
岸
地
域
に
限
る
。
）
、
大
字
安
行
領

在
家
、
大
字
道
合
、
大
字
神
戸
、
大
字
木
曽
呂
、
大
字
東
内
野
、
大
字
源
左
衛
門
新
田
、
大
字
石

神
、
大
字
赤
芝
新
田
、
大
字
西
新
井
宿
、
大
字
新
井
宿
、
大
字
赤
山
」
を
「
本
町
一
丁
目
、
本
町

二
丁
目
、
栄
町
一
丁
目
、
舟
戸
町
、
朝
日
一
丁
目
、
朝
日
二
丁
目
、
朝
日
三
丁
目
、
朝
日
四
丁
目
、

朝
日
五
丁
目
、
朝
日
六
丁
目
、
末
広
一
丁
目
、
末
広
二
丁
目
、
末
広
三
丁
目
、
新
井
町
、
元
郷
一

丁
目
、
元
郷
二
丁
目
、
元
郷
三
丁
目
、
元
郷
四
丁
目
、
元
郷
五
丁
目
、
元
郷
六
丁
目
、
弥
平
一
丁

目
、
弥
平
二
丁
目
、
弥
平
三
丁
目
、
弥
平
四
丁
目
、
東
領
家
一
丁
目
、
東
領
家
二
丁
目
、
東
領
家

三
丁
目
、
東
領
家
四
丁
目
、
東
領
家
五
丁
目
、
領
家
一
丁
目
、
領
家
二
丁
目
、
領
家
三
丁
目
、
領

家
四
丁
目
、
領
家
五
丁
目
、
河
原
町
」
に
改
め
、
「
、
大
字
安
行
、
大
字
安
行
吉
岡
、
大
字
安
行

藤
八
、
大
字
安
行
吉
蔵
、
大
字
安
行
北
谷
、
大
字
安
行
小
山
、
大
字
安
行
西
立
野
、
大
字
安
行
原
、

大
字
安
行
領
家
、
安
行
出
羽
一
丁
目
、
安
行
出
羽
二
丁
目
、
安
行
出
羽
三
丁
目
、
安
行
出
羽
四
丁

目
、
安
行
出
羽
五
丁
目
、
大
字
安
行
慈
林
、
大
字
戸
塚
、
東
川
口
一
丁
目
、
東
川
口
二
丁
目
、
東

川
口
三
丁
目
、
東
川
口
四
丁
目
、
東
川
口
五
丁
目
、
東
川
口
六
丁
目
、
戸
塚
一
丁
目
、
戸
塚
二
丁

目
、
戸
塚
三
丁
目
、
戸
塚
四
丁
目
、
戸
塚
五
丁
目
、
戸
塚
六
丁
目
、
戸
塚
東
一
丁
目
、
戸
塚
東
二

丁
目
、
戸
塚
東
三
丁
目
、
戸
塚
東
四
丁
目
、
戸
塚
鋏
町
、
戸
塚
境
町
、
戸
塚
南
一
丁
目
、
戸
塚
南

二
丁
目
、
戸
塚
南
三
丁
目
、
戸
塚
南
四
丁
目
、
戸
塚
南
五
丁
目
、
大
字
藤
兵
衛
新
田
、
大
字
行
衛
、

北
原
台
一
丁
目
、
北
原
台
二
丁
目
、
北
原
台
三
丁
目
、
大
字
差
間
、
差
間
一
丁
目
、
差
間
二
丁
目
、

差
間
三
丁
目
、
大
字
西
立
野
、
大
字
長
蔵
新
田
、
長
蔵
一
丁
目
、
長
蔵
二
丁
目
、
長
蔵
三
丁
目
、

大
字
久
左
衛
門
新
田
」
を
削
る
。 

 
 

 

附 

則 

 

こ
の
条
例
は
、
令
和
九
年
三
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。 

  

川
口
北
警
察
署 

川
口
市 

川
口
市
の
内
大
字
安
行
領
根
岸
、
大
字
安
行
領
在
家
、

大
字
道
合
、
大
字
神
戸
、
大
字
木
曽
呂
、
大
字
東
内
野
、

大
字
源
左
衛
門
新
田
、
大
字
石
神
、
大
字
赤
芝
新
田
、

大
字
西
新
井
宿
、
大
字
新
井
宿
、
大
字
赤
山
、
大
字
安

行
、
大
字
安
行
吉
岡
、
大
字
安
行
藤
八
、
大
字
安
行
吉

蔵
、
大
字
安
行
北
谷
、
大
字
安
行
小
山
、
大
字
安
行
西

立
野
、
大
字
安
行
原
、
大
字
安
行
領
家
、
安
行
出
羽
一

丁
目
、
安
行
出
羽
二
丁
目
、
安
行
出
羽
三
丁
目
、
安
行

出
羽
四
丁
目
、
安
行
出
羽
五
丁
目
、
大
字
安
行
慈
林
、

大
字
戸
塚
、
東
川
口
一
丁
目
、
東
川
口
二
丁
目
、
東
川

口
三
丁
目
、
東
川
口
四
丁
目
、
東
川
口
五
丁
目
、
東
川

口
六
丁
目
、
戸
塚
一
丁
目
、
戸
塚
二
丁
目
、
戸
塚
三
丁

目
、
戸
塚
四
丁
目
、
戸
塚
五
丁
目
、
戸
塚
六
丁
目
、
戸

塚
東
一
丁
目
、
戸
塚
東
二
丁
目
、
戸
塚
東
三
丁
目
、
戸

塚
東
四
丁
目
、
戸
塚
鋏
町
、
戸
塚
境
町
、
戸
塚
南
一
丁

目
、
戸
塚
南
二
丁
目
、
戸
塚
南
三
丁
目
、
戸
塚
南
四
丁

目
、
戸
塚
南
五
丁
目
、
大
字
藤
兵
衛
新
田
、
大
字
行
衛
、

北
原
台
一
丁
目
、
北
原
台
二
丁
目
、
北
原
台
三
丁
目
、

大
字
差
間
、
差
間
一
丁
目
、
差
間
二
丁
目
、
差
間
三
丁

目
、
大
字
西
立
野
、
大
字
長
蔵
新
田
、
長
蔵
一
丁
目
、

長
蔵
二
丁
目
、
長
蔵
三
丁
目
、
大
字
久
左
衛
門
新
田 

 



規

則 

埼
玉
県
幼
保
連
携
型
認
定
こ
ど
も
園
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
等
を
定
め
る
条
例
施
行

規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。 

令
和
八
年
十
月
二
十
三
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

大 

野 

元 

裕 

埼
玉
県
規
則
第
六
十
九
号 

 
 

 

埼
玉
県
幼
保
連
携
型
認
定
こ
ど
も
園
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
等
を
定
め
る
条
例 

施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則 

 

埼
玉
県
幼
保
連
携
型
認
定
こ
ど
も
園
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
等
を
定
め
る
条
例
施
行

規
則
（
平
成
十
八
年
埼
玉
県
規
則
第
百
二
十
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

 

第
四
条
第
一
項
中
「
次
条
第
二
号
」
を
「
次
条
第
三
項
第
一
号
ロ
」
に
、
「
三
十
五
人
」
を
「
三

十
人
」
に
改
め
、
同
条
第
三
項
中
「
三
十
五
人
」
を
「
三
十
人
」
に
改
め
る
。 

 

第
五
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。 

 

（
職
員
の
資
格
） 

第
五
条 

条
例
別
表
第
三
号
イ
の
規
則
で
定
め
る
場
合
は
、
保
育
士
の
資
格
を
有
す
る
者
を
、
一

人
に
限
っ
て
、
そ
の
者
の
勤
務
す
る
認
定
こ
ど
も
園
に
勤
務
す
る
理
学
療
法
士
、
作
業
療
法
士
、

言
語
聴
覚
士
、
心
理
担
当
職
員
（
学
校
教
育
法
の
規
定
に
よ
る
大
学
（
短
期
大
学
を
除
く
。
）

若
し
く
は
大
学
院
に
お
い
て
、
心
理
学
を
専
修
す
る
学
科
、
研
究
科
若
し
く
は
こ
れ
に
相
当
す

る
課
程
を
修
め
て
卒
業
し
た
者
で
あ
っ
て
、
個
人
及
び
集
団
心
理
療
法
の
技
術
を
有
す
る
も
の

又
は
こ
れ
と
同
等
以
上
の
能
力
を
有
す
る
と
認
め
ら
れ
る
者
を
い
う
。
）
又
は
障
害
児
の
療
育

に
関
す
る
知
識
及
び
経
験
を
有
す
る
者
で
あ
っ
て
、
障
害
児
の
療
育
の
指
導
を
行
う
業
務
に
五

年
以
上
従
事
し
た
経
験
を
有
す
る
も
の
の
い
ず
れ
か
に
該
当
し
、
か
つ
、
子
育
て
に
関
す
る
知

識
及
び
経
験
を
有
す
る
者
（
以
下
「
特
定
理
学
療
法
士
等
」
と
い
う
。
）
を
も
っ
て
代
え
る
場

合
と
す
る
。 

２ 

前
項
の
場
合
に
お
い
て
、
当
該
特
定
理
学
療
法
士
等
は
、
補
助
者
と
し
て
従
事
す
る
場
合
を

除
き
、
教
育
課
程
に
基
づ
く
教
育
に
従
事
し
て
は
な
ら
ず
、
当
該
特
定
理
学
療
法
士
等
が
保
育

を
行
う
に
当
た
っ
て
は
、
保
育
士
の
資
格
を
有
す
る
者
に
よ
る
支
援
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る

体
制
を
確
保
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

３ 

条
例
別
表
第
三
号
ロ
の
規
則
で
定
め
る
場
合
は
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
合

と
す
る
。 

一 

幼
稚
園
の
教
員
の
免
許
状
及
び
保
育
士
の
資
格
を
併
有
す
る
者
を
置
く
こ
と
が
困
難
な
場

合
で
次
に
掲
げ
る
と
き
。 

イ 

次
の
⑴
又
は
⑵
に
該
当
す
る
者
を
学
級
担
任
と
す
る
と
き
。 

 
 

 

⑴ 

幼
稚
園
の
教
員
の
免
許
状
の
み
を
有
す
る
者 



⑵ 

保
育
所
型
認
定
こ
ど
も
園
又
は
認
可
外
保
育
施
設
型
認
定
こ
ど
も
園
の
認
定
を
受
け

る
場
合
で
、
保
育
士
の
資
格
の
み
を
有
す
る
者
（
そ
の
意
欲
、
適
性
、
能
力
等
を
考
慮

し
て
学
級
担
任
と
し
て
適
当
と
認
め
ら
れ
る
者
で
あ
っ
て
幼
稚
園
の
教
員
の
免
許
状
の

取
得
に
向
け
た
努
力
を
行
っ
て
い
る
も
の
に
限
る
。
） 

ロ 

次
の
⑴
又
は
⑵
に
該
当
す
る
者
を
教
育
及
び
保
育
時
間
相
当
利
用
児
の
保
育
に
従
事
さ

せ
る
と
き
。 

 
 

 

⑴ 

保
育
士
の
資
格
の
み
を
有
す
る
者 

⑵ 

幼
稚
園
型
認
定
こ
ど
も
園
の
認
定
を
受
け
る
場
合
で
、
幼
稚
園
の
教
員
の
免
許
状
の

み
を
有
す
る
者
（
そ
の
意
欲
、
適
性
、
能
力
等
を
考
慮
し
て
教
育
及
び
保
育
時
間
相
当

利
用
児
の
保
育
に
従
事
す
る
こ
と
が
適
当
と
認
め
ら
れ
る
者
で
あ
っ
て
保
育
士
の
資
格

の
取
得
に
向
け
た
努
力
を
行
っ
て
い
る
も
の
に
限
る
。
） 

二 

保
育
士
の
資
格
を
有
す
る
者
を
、
一
人
に
限
っ
て
、
そ
の
者
の
勤
務
す
る
認
定
こ
ど
も
園

に
勤
務
す
る
特
定
理
学
療
法
士
等
を
も
っ
て
代
え
る
場
合 

４ 

第
二
項
の
規
定
は
、
前
項
第
二
号
の
場
合
に
つ
い
て
準
用
す
る
。 

 

第
十
条
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。 

 

十
一 

認
定
こ
ど
も
園
の
設
置
者
は
、
就
学
前
の
子
ど
も
に
関
す
る
教
育
、
保
育
等
の
総
合
的

な
提
供
の
推
進
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
八
年
法
律
第
七
十
七
号
）
第
六
条
の
規
定
に
基
づ

き
、
児
童
対
象
性
暴
力
等
（
学
校
設
置
者
等
及
び
民
間
教
育
保
育
等
事
業
者
に
よ
る
児
童
対

象
性
暴
力
等
の
防
止
等
の
た
め
の
措
置
に
関
す
る
法
律
（
令
和
六
年
法
律
第
六
十
九
号
）
第

二
条
第
二
項
に
規
定
す
る
児
童
対
象
性
暴
力
等
を
い
う
。
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
同
じ
。
）

を
防
止
し
、
及
び
児
童
対
象
性
暴
力
等
が
行
わ
れ
た
場
合
に
子
ど
も
を
適
切
に
保
護
す
る
た

め
、
児
童
等
対
象
業
務
従
事
者
（
子
ど
も
と
接
す
る
業
務
に
従
事
す
る
者
の
う
ち
、
支
配
性
、

継
続
性
及
び
閉
鎖
性
の
あ
る
環
境
の
下
で
当
該
子
ど
も
に
接
す
る
も
の
を
い
う
。
）
に
係
る

犯
罪
事
実
確
認
（
同
法
第
四
条
第
一
項
に
規
定
す
る
犯
罪
事
実
確
認
を
い
う
。
）
そ
の
他
の

必
要
な
措
置
を
講
ず
る
こ
と
。 

 

附
則
第
二
項
中
「
第
五
条
第
二
号
」
を
「
第
五
条
第
三
項
第
一
号
ロ
」
に
改
め
る
。 

 

附
則
第
三
項
中
「
第
五
条
第
二
号
イ
」
を
「
第
五
条
第
三
項
第
一
号
ロ
⑴
」
に
改
め
、
「
主
幹

養
護
教
諭
」
の
下
に
「
、
主
務
養
護
教
諭
」
を
加
え
る
。 

 

附
則
第
五
項
中
「
第
五
条
第
二
号
」
を
「
第
五
条
第
三
項
第
一
号
ロ
」
に
改
め
る
。 

 

附
則
第
六
項
中
「
及
び
次
項
」
を
「
、
次
項
及
び
第
八
項
」
に
改
め
る
。 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

 

附
則
第
三
項 

条
例
別
表
第
三
号
イ
及
び
第
五
条
第
二

号
イ
の
規
定
に
よ
り
置
く
こ
と
と
さ
れ

る
保
育
士
の
資
格
を
有
す
る
者 

幼
稚
園
の
教
員
の
免
許
状
又
は

小
学
校
教
諭
若
し
く
は
養
護
教

諭
の
普
通
免
許
状
を
有
す
る
者 

「 

附
則
第
七
項
の
表
中 



幼
稚
園
の
教
員
の
免
許
状
又
は

小
学
校
教
諭
若
し
く
は
養
護
教

諭
の
普
通
免
許
状
を
有
す
る
者

あ 特
定
理
学
療
法
士
等 

 

 

附則第三項 

附則第四項 

附則第五項 条例別表第三号及

び第五条第二号に

より置かなければな

らない幼稚園の教

員免許状又は保育

知事が幼稚園の教

員免許状又は保育

士の資格を有する

者と同等の知識及

び経験を有すると

附則第五項 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

             

条
第
三
項
第
一
号
ロ
」
に
改
め
る
。 

附
則
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。 

８ 

第
五
条
第
一
項
及
び
第
三
項
第
二
号
並
び
に
附
則
第
六
項
の
規
定
に
よ
り
特
定
理
学
療
法
士

等
及
び
看
護
師
等
の
い
ず
れ
も
が
保
育
を
行
う
場
合
に
は
、
当
該
看
護
師
等
が
保
育
を
行
う
に

当
た
っ
て
当
該
認
定
こ
ど
も
園
の
保
育
士
の
資
格
を
有
す
る
者
（
第
五
条
第
二
項
（
同
条
第
四

項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ
る
支
援
を
行
う
者
を
除
く
。
）
に
よ
る

支
援
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
体
制
を
確
保
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

附 

則 

１ 

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
第
十
条
に
一
号
を
加
え
る
改
正
規
定

は
、
令
和
八
年
十
二
月
二
十
五
日
か
ら
施
行
す
る
。 

２ 

こ
の
規
則
の
公
布
の
際
現
に
存
す
る
幼
保
連
携
型
認
定
こ
ど
も
園
以
外
の
認
定
こ
ど
も
園
に

お
け
る
一
学
級
の
人
数
に
つ
い
て
は
、
改
正
後
の
第
四
条
第
一
項
及
び
第
三
項
の
規
定
に
か
か

わ
ら
ず
、
令
和
十
四
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
こ
と
が
で
き
る
。 

幼
稚
園
の
教
員
の
免
許
状
又
は

小
学
校
教
諭
若
し
く
は
養
護
教

諭
の
普
通
免
許
状
を
有
す
る
者

あ 
 

 

 

」 

」 

附
則
第
三
項 

第
五
条
第
一
項 

条
例
別
表
第
三
号
イ
及
び
第
五
条
第
三

項
第
一
号
ロ
⑴
の
規
定
に
よ
り
置
く
こ

と
と
さ
れ
る
保
育
士
の
資
格
を
有
す
る

者 条
例
別
表
第
三
号
イ
の
規
定
に
よ
り
置

く
こ
と
と
さ
れ
る
保
育
士
の
資
格
を
有

す
る
者 

幼
稚
園
の
教
員
の
免
許
状
又
は

小
学
校
教
諭
若
し
く
は
養
護
教

諭
の
普
通
免
許
状
を
有
す
る
者 

特
定
理 

を 

に
改
め
、
同
表
附
則
第
五
項
の
項
中
「
第
五
条
第
二
号
」
を
「
第
五 

「 



規

則 

埼
玉
県
幼
保
連
携
型
認
定
こ
ど
も
園
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
等
を
定
め
る
条
例
施
行

規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。 

令
和
八
年
十
月
二
十
三
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

大 

野 

元 

裕 

埼
玉
県
規
則
第
七
十
号 

 
 

 

埼
玉
県
幼
保
連
携
型
認
定
こ
ど
も
園
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
等
を
定
め
る
条
例 

施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則 

 

埼
玉
県
幼
保
連
携
型
認
定
こ
ど
も
園
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
等
を
定
め
る
条
例
施
行

規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
（
令
和
六
年
埼
玉
県
規
則
第
二
十
五
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に

改
正
す
る
。 

 

附
則
第
二
項
中
「
当
分
の
間
」
を
「
令
和
十
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
」
に
、
「
改
正
後
の

埼
玉
県
幼
保
連
携
型
認
定
こ
ど
も
園
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
等
を
定
め
る
条
例
施
行
規

則
第
三
条
」
を
「
改
正
後
の
埼
玉
県
幼
保
連
携
型
認
定
こ
ど
も
園
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基

準
等
を
定
め
る
条
例
施
行
規
則
（
次
項
に
お
い
て
「
改
正
後
の
規
則
」
と
い
う
。
）
第
三
条
第
三

号
」
に
、
「
改
正
前
の
埼
玉
県
幼
保
連
携
型
認
定
こ
ど
も
園
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
等

を
定
め
る
条
例
施
行
規
則
第
三
条
」
を
「
改
正
前
の
埼
玉
県
幼
保
連
携
型
認
定
こ
ど
も
園
の
設
備

及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
等
を
定
め
る
条
例
施
行
規
則
（
次
項
に
お
い
て
「
改
正
前
の
規
則
」
と

い
う
。
）
第
三
条
第
三
号
」
に
改
め
、
附
則
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。 

３ 

子
ど
も
に
対
す
る
教
育
及
び
保
育
に
従
事
す
る
者
の
配
置
の
状
況
に
鑑
み
、
教
育
及
び
保
育

の
提
供
に
支
障
を
及
ぼ
す
お
そ
れ
が
あ
る
と
き
は
、
当
分
の
間
、
改
正
後
の
規
則
第
三
条
第
四

号
の
規
定
は
、
適
用
し
な
い
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
改
正
前
の
規
則
第
三
条
第
四
号
の
規
定

は
、
令
和
六
年
四
月
一
日
以
後
に
お
い
て
も
、
な
お
そ
の
効
力
を
有
す
る
。 

附 

則 

 

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。 



規

則 

児
童
福
祉
法
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。 

令
和
八
年
十
月
二
十
三
日 

埼
玉
県
知
事 

大 

野 

元 

裕 

埼
玉
県
規
則
第
七
十
一
号 

 
 

 

児
童
福
祉
法
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則 

 

児
童
福
祉
法
施
行
細
則
（
昭
和
四
十
二
年
埼
玉
県
規
則
第
五
十
九
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に

改
正
す
る
。 

 

第
二
十
三
条
の
次
に
次
の
三
条
を
加
え
る
。 

（
一
時
保
護
委
託
者
登
録
申
請
書
） 

第
二
十
三
条
の
二 

法
第
三
十
四
条
の
二
十
二
第
一
項
に
規
定
す
る
申
請
書
の
様
式
は
、
様
式
第

三
十
九
号
の
二
十
一
の
と
お
り
と
す
る
。 

 

（
登
録
一
時
保
護
委
託
者
登
録
事
項
変
更
の
届
出
） 

第
二
十
三
条
の
三 

法
第
三
十
四
条
の
二
十
三
の
規
定
に
よ
る
変
更
の
届
出
は
、
様
式
第
三
十
九

号
の
二
十
二
の
登
録
一
時
保
護
委
託
者
登
録
事
項
変
更
届
出
書
に
よ
り
行
う
も
の
と
す
る
。 

（
登
録
一
時
保
護
委
託
者
登
録
消
除
の
申
出
） 

第
二
十
三
条
の
四 

規
則
第
三
十
六
条
の
五
十
一
の
規
定
に
よ
る
登
録
の
消
除
の
申
出
は
、
様
式

第
三
十
九
号
の
二
十
三
の
登
録
一
時
保
護
委
託
者
登
録
消
除
申
出
書
に
よ
り
行
う
も
の
と
す

る
。 

 

様
式
第
三
十
九
号
の
二
十
の
次
に
次
の
三
様
式
を
加
え
る
。 



様式第３９号の２１（第２３条の２関係） 

一時保護委託者登録申請書 

 

年  月  日 

（宛先） 

埼玉県知事 

申請者 住所 

氏名 

法人にあつては、その名称、代表者の 

氏名及び主たる事務所の所在地 

 児童福祉法第３４条の２２第１項の規定により、一時保護委託者の登録を

受けたいので、下記のとおり関係書類を添えて申請します。 

記 

１ 職員の定数 

 

２ 職務の内容 

 

３ 一時保護を行う施設 

名称  

所在地  

電話番号  

電子メールアドレス  

主な職員  

  ※ 一時保護を行う施設が複数ある場合は、記載欄を適宜追加すること。 

 

４ 登録希望日       年  月  日 

 

５ 添付資料 

(１) 申請者が個人の場合は、戸籍謄本（戸籍全部事項証明書）及び住民票

の写し 

(２) 申請者が法人の場合は、登記事項証明書及び定款その他の基本約款 

(３) 一時保護を行う施設の主な職員の経歴書 

(４) 一時保護を行う施設の平面図 

(５) 児童福祉法施行条例第１４８条の５から第１４８条の２６までに規定

する一時保護委託者の登録等に関する基準に適合していることを証する

書類 



様式第３９号の２２（第２３条の３関係） 

登録一時保護委託者登録事項変更届出書 
 

年  月  日 

（宛先） 

埼玉県知事 

届出者 登録番号 

 住 所 
氏 名 
法人にあつては、その名称、代表者の 

氏名及び主たる事務所の所在地 
 児童福祉法第３４条の２２第１項の規定により登録申請をした事項を変更
するため、同法第３４条の２３の規定により、下記のとおり届け出ます。 

記 
１ 変更年月日       年  月  日 

 
２ 変更の内容 

項目 変更前 変更後 
登録一時保護委託者 
（個人） 

住所   
氏名   

登録一時保護委託者 
（法人） 

名称   

代表者氏名   

主たる事務所
の所在地 

  

職員の定数   
職務の内容   
一時保護
を行う施
設 

名称   
所在地   
電話番号   
電子メールアドレス   
主な職員   

定款その他の基本約款の変更 有 ・ 無 
児童福祉法施行条例第１４８条の５
から第１４８条の２６までに規定す
る一時保護委託者の登録等に関する
基準（以下「基準」という。）に係
る変更事項 

  

  ※ 一時保護を行う施設が複数ある場合は、記載欄を適宜追加すること。 
 
 ３ 変更の理由 
 
 

注１ 太枠内については、変更する事項のみを記載すること。 
注２ 個人の登録一時保護委託者の住所又は氏名を変更するときは、変更後

に戸籍謄本（戸籍全部事項証明書）及び住民票の写しを速やかに提出す
ること。 

注３ 法人である登録一時保護委託者の名称、代表者氏名又は主たる事務所
の所在地を変更するときは、変更後に登記事項証明書を速やかに提出す
ること。 

注４ 一時保護を行う施設の主な職員を変更するときは、当該職員の経歴書
を添付すること。 

注５ 一時保護を行う施設の構造を変更するときは、当該施設の平面図を添
付すること。 

注６ 定款その他の基本約款を変更するときは、変更後に定款その他の基本
約款を速やかに提出すること。 

注７ 基準に係る事項を変更するときは、当該変更事項が基準に適合してい
ることを証する書類を添付すること。 



様式第３９号の２３（第２３条の４関係） 

登録一時保護委託者登録消除申出書 

 

年  月  日 

（宛先） 

埼玉県知事 

申出者 登録番号 

住 所 

氏 名 

法人にあつては、その名称、代表者の 

氏名及び主たる事務所の所在地 

 

 児童福祉法施行規則第３６条の５１の規定に基づき、登録一時保護委託者

の登録の消除を申し出ます。 

 

 （消除の申出の理由） 

 



 
 

 

附 

則 

 
こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。 



規

則 

埼
玉
県
都
市
公
園
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。 

令
和
八
年
十
月
二
十
三
日 

埼
玉
県
知
事 

大 

野 

元 

裕 

埼
玉
県
規
則
第
七
十
二
号 

 
 

 

埼
玉
県
都
市
公
園
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則 

 

埼
玉
県
都
市
公
園
に
関
す
る
規
則
（
昭
和
三
十
七
年
埼
玉
県
規
則
第
八
号
）
の
一
部
を
次
の
よ

う
に
改
正
す
る
。 

 

第
七
条
第
一
項
中
「
条
例
」
を
「
法
第
五
条
の
七
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
法
第
五
条
第
一
項
の

許
可
を
与
え
た
場
合
に
お
け
る
当
該
許
可
に
係
る
使
用
料
及
び
条
例
」
に
改
め
る
。 

 

第
八
条
中
第
三
項
を
第
四
項
と
し
、
同
条
第
二
項
中
「
第
十
七
条
第
三
項
」
を
「
第
十
七
条
第

四
項
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
三
項
と
し
、
同
条
第
一
項
中
「
第
十
七
条
第
二
項
」
を
「
第
十

七
条
第
三
項
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
二
項
と
し
、
同
条
に
第
一
項
と
し
て
次
の
一
項
を
加
え

る
。 

 
 

条
例
第
十
七
条
第
二
項
に
規
定
す
る
規
則
で
定
め
る
額
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
区
分
に
応

じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
額
と
す
る
。 

 

一 

土
地 

一
平
方
メ
ー
ト
ル
に
つ
き
月
額
一
円 

 

二 

公
園
施
設 

条
例
別
表
第
二
第
一
号
に
掲
げ
る
額 

 
 

 

附 

則 

 

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。 



告

示 
埼
玉
県
告
示
第
七
百
一
号 

鳥
獣
の
保
護
及
び
管
理
並
び
に
狩
猟
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
四
年
法
律
第
八
十
八

号
）
第
二
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
特
別
保
護
地
区
を
指
定
す
る
。 

 
 

令
和
八
年
十
月
二
十
三
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

大 

野 

元 

裕 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

一 

名
称 

 
 

狭
山
湖
特
別
保
護
地
区 

二 

区
域 

埼
玉
県
所
沢
市
上
山
口
地
内
に
お
け
る
所
沢
市
道
五―

千
四
百
三
十
一
号
線
と
東
京
都
水
道

局
山
口
貯
水
池
管
理
歩
道
と
の
交
点
を
起
点
と
し
、
同
地
点
か
ら
東
京
都
水
道
局
山
口
貯
水
池

管
理
歩
道
に
沿
っ
て
南
に
進
み
、
所
沢
市
道
五―

七
百
五
十
八
号
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
地

点
か
ら
所
沢
市
道
五―

七
百
五
十
八
号
線
に
沿
っ
て
南
に
進
み
、
主
要
地
方
道
所
沢
・
武
蔵
村

山
・
立
川
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
地
点
か
ら
主
要
地
方
道
所
沢
・
武
蔵
村
山
・
立
川
線
に
沿

っ
て
南
に
進
み
、
埼
玉
県
と
東
京
都
の
境
界
点
に
至
り
、
同
地
点
か
ら
境
界
に
沿
っ
て
西
に
進

み
、
所
沢
市
と
入
間
市
と
東
京
都
と
の
境
界
点
を
経
て
入
間
市
道
四
百
六
十
一
号
線
と
の
交
点

に
至
り
、
同
地
点
を
右
折
し
て
入
間
市
道
四
百
六
十
一
号
線
に
沿
っ
て
東
に
進
み
、
入
間
市
道

三
百
十
号
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
地
点
か
ら
入
間
市
道
三
百
十
号
線
に
沿
っ
て
北
に
進
み
、

所
沢
市
道
五―

千
四
百
三
十
一
号
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
地
点
か
ら
所
沢
市
道
五―

千
四
百

三
十
一
号
線
に
沿
っ
て
東
に
進
み
、
起
点
に
至
る
線
で
囲
ま
れ
た
区
域
。
（
五
百
九
十
一
ヘ
ク

タ
ー
ル
） 

三 

存
続
期
間 

 
 

令
和
八
年
十
一
月
一
日
か
ら
令
和
十
八
年
十
月
三
十
一
日
ま
で 

四 

保
護
に
関
す
る
指
針 

 

イ 

指
定
区
分 

 
 

 

身
近
な
鳥
獣
生
息
地
の
保
護
区 

 

ロ 

指
定
目
的 

 
 

当
該
区
域
は
所
沢
市
及
び
入
間
市
に
ま
た
が
る
狭
山
丘
陵
地
帯
に
位
置
し
て
お
り
、
狭
山

湖
及
び
そ
れ
に
隣
接
す
る
樹
林
地
で
あ
る
。
一
帯
は
針
葉
樹
林
及
び
広
葉
樹
林
で
構
成
さ
れ

て
お
り
、
多
種
多
様
な
鳥
獣
が
生
息
し
て
い
る
。
ま
た
、
狭
山
湖
は
貴
重
な
水
辺
と
し
て
、

渡
り
鳥
の
飛
来
場
所
に
な
っ
て
お
り
、
そ
の
周
辺
の
樹
林
地
で
は
、
鳥
類
１
２
１
種
、
哺
乳

類
１
８
種
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
う
ち
ハ
ク
ガ
ン
、
ト
モ
エ
ガ
モ
、
サ
シ
バ
、
ミ
サ
ゴ
、

ハ
イ
タ
カ
及
び
オ
オ
タ
カ
等
の
環
境
省
レ
ッ
ド
リ
ス
ト
、
又
は
埼
玉
県
レ
ッ
ド
デ
ー
タ
ブ
ッ

ク
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
絶
滅
危
惧
・
準
絶
滅
危
惧
種
５
５
種
の
生
息
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。



当
該
地
域
は
、
昭
和
六
十
一
年
に
特
別
保
護
地
区
と
し
て
指
定
さ
れ
て
お
り
、
引
き
続
き
、

法
第
二
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
特
別
保
護
地
区
に
指
定
し
、
良
好
な
鳥
獣
の
生
息
環

境
を
保
全
す
る
も
の
で
あ
る
。 



告

示 

埼
玉
県
告
示
第
七
百
二
号 

 
平
成
二
十
八
年
埼
玉
県
告
示
第
千
三
百
九
十
二
号
（
鳥
獣
保
護
区
の
更
新
に
つ
い
て
）
に
係
る

北
本
鳥
獣
保
護
区
の
存
続
期
間
を
次
の
と
お
り
更
新
す
る
。 

 
 

令
和
八
年
十
月
二
十
三
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

大 

野 

元 

裕 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

一 

名
称 

 
 

北
本
鳥
獣
保
護
区 

二 

区
域 

 
 

平
成
九
年
埼
玉
県
告
示
第
千
四
百
七
十
三
号
で
告
示
し
た
区
域
（
面
積
六
百
二
十
四
ヘ
ク
タ 

 

ー
ル
） 

三 

存
続
期
間 

 
 

令
和
八
年
十
一
月
一
日
か
ら
令
和
十
八
年
十
月
三
十
一
日
ま
で 

四 

保
護
に
関
す
る
指
針 

 

イ 

指
定
区
分 

 
 

 

身
近
な
鳥
獣
生
息
地
の
保
護
区 

 

ロ 

指
定
目
的 

 
 

 

鳥
獣
保
護
思
想
の
普
及 

 



告

示 

埼
玉
県
告
示
第
七
百
三
号 

 
平
成
二
十
八
年
埼
玉
県
告
示
第
千
三
百
九
十
三
号
（
鳥
獣
保
護
区
の
更
新
に
つ
い
て
）
に
係
る

狭
山
湖
鳥
獣
保
護
区
の
存
続
期
間
を
次
の
と
お
り
更
新
す
る
。 

 
 

令
和
八
年
十
月
二
十
三
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

大 

野 

元 

裕 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

一 

名
称 

 
 

狭
山
湖
鳥
獣
保
護
区 

二 

区
域 

 
 

昭
和
六
十
一
年
埼
玉
県
告
示
第
千
五
百
九
十
八
号
で
告
示
し
た
区
域
（
面
積
五
百
九
十
七
ヘ 

 

ク
タ
ー
ル
） 

三 

存
続
期
間 

 
 

令
和
八
年
十
一
月
一
日
か
ら
令
和
十
八
年
十
月
三
十
一
日
ま
で 

四 

保
護
に
関
す
る
指
針 

 

イ 

指
定
区
分 

 
 

 

身
近
な
鳥
獣
生
息
地
の
保
護
区 

 

ロ 

指
定
目
的 

 
 

 

鳥
獣
保
護
思
想
の
普
及 

 



告

示 

埼
玉
県
告
示
第
七
百
四
号 

 
平
成
二
十
八
年
埼
玉
県
告
示
第
千
三
百
九
十
四
号
（
鳥
獣
保
護
区
の
更
新
に
つ
い
て
）
に
係
る

両
神
鳥
獣
保
護
区
の
存
続
期
間
を
次
の
と
お
り
更
新
す
る
。 

 
 

令
和
八
年
十
月
二
十
三
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

大 

野 

元 

裕 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

一 

名
称 

 
 

両
神
鳥
獣
保
護
区 

二 

区
域 

 
 

平
成
八
年
埼
玉
県
告
示
第
千
五
百
九
十
号
で
告
示
し
た
区
域
（
面
積
百
六
十
五
ヘ
ク
タ
ー
ル
） 

三 

存
続
期
間 

 
 

令
和
八
年
十
一
月
一
日
か
ら
令
和
十
八
年
十
月
三
十
一
日
ま
で 

四 

保
護
に
関
す
る
指
針 

 

イ 

指
定
区
分 

 
 

 

身
近
な
鳥
獣
生
息
地
の
保
護
区 

 

ロ 

指
定
目
的 

 
 

 

鳥
獣
保
護
思
想
の
普
及 

 



告

示 

埼
玉
県
告
示
第
七
百
五
号 

 
平
成
二
十
八
年
埼
玉
県
告
示
第
千
三
百
九
十
五
号
（
鳥
獣
保
護
区
の
更
新
に
つ
い
て
）
に
係
る

小
川
西
中
学
校
鳥
獣
保
護
区
の
存
続
期
間
を
次
の
と
お
り
更
新
す
る
。 

 
 

令
和
八
年
十
月
二
十
三
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

大 

野 

元 

裕 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

一 

名
称 

 
 

小
川
西
中
学
校
鳥
獣
保
護
区 

二 

区
域 

 
 

昭
和
四
十
一
埼
玉
県
告
示
第
千
三
号
で
告
示
し
た
区
域
（
面
積
五
ヘ
ク
タ
ー
ル
） 

三 

存
続
期
間 

 
 

令
和
八
年
十
一
月
一
日
か
ら
令
和
十
八
年
十
月
三
十
一
日
ま
で 

四 

保
護
に
関
す
る
指
針 

 

イ 

指
定
区
分 

 
 

 

身
近
な
鳥
獣
生
息
地
の
保
護
区 

 

ロ 

指
定
目
的 

 
 

 

鳥
獣
保
護
思
想
の
普
及 

 



告

示 

埼
玉
県
告
示
第
七
百
六
号 

 
平
成
二
十
八
年
埼
玉
県
告
示
第
千
三
百
九
十
六
号
（
鳥
獣
保
護
区
の
更
新
に
つ
い
て
）
に
係
る

旧
芝
川
鳥
獣
保
護
区
の
存
続
期
間
を
次
の
と
お
り
更
新
す
る
。 

 
 

令
和
八
年
十
月
二
十
三
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

大 

野 

元 

裕 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

一 

名
称 

 
 

旧
芝
川
鳥
獣
保
護
区 

二 

区
域 

 
 

昭
和
六
十
一
年
埼
玉
県
告
示
第
千
五
百
九
十
九
で
告
示
し
た
区
域
（
面
積
二
十
一
ヘ
ク
タ
ー

ル
） 

三 

存
続
期
間 

 
 

令
和
八
年
十
一
月
一
日
か
ら
令
和
十
八
年
十
月
三
十
一
日
ま
で 

四 

保
護
に
関
す
る
指
針 

 

イ 

指
定
区
分 

 
 

 

身
近
な
鳥
獣
生
息
地
の
保
護
区 

 

ロ 

指
定
目
的 

 
 

 

鳥
獣
保
護
思
想
の
普
及 

 



告

示 

埼
玉
県
告
示
第
七
百
七
号 

 
平
成
二
十
八
年
埼
玉
県
告
示
第
千
三
百
九
十
七
号
（
鳥
獣
保
護
区
の
更
新
に
つ
い
て
）
に
係
る

み
さ
と
公
園
鳥
獣
保
護
区
の
存
続
期
間
を
次
の
と
お
り
更
新
す
る
。 

 
 

令
和
八
年
十
月
二
十
三
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

大 

野 

元 

裕 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

一 

名
称 

 
 

み
さ
と
公
園
鳥
獣
保
護
区 

二 

区
域 

 
 

平
成
十
八
年
埼
玉
県
告
示
第
千
八
百
三
十
四
号
で
告
示
し
た
区
域
（
面
積
十
六
・
九
ヘ
ク
タ 

 

ー
ル
） 

三 

存
続
期
間 

 
 

令
和
八
年
十
一
月
一
日
か
ら
令
和
十
八
年
十
月
三
十
一
日
ま
で 

四 

保
護
に
関
す
る
指
針 

 

イ 

指
定
区
分 

 
 

 

身
近
な
鳥
獣
生
息
地
の
保
護
区 

 

ロ 

指
定
目
的 

 
 

 

鳥
獣
保
護
思
想
の
普
及 

 



告

示 

埼
玉
県
告
示
第
七
百
八
号 

 
鳥
獣
の
保
護
及
び
管
理
並
び
に
狩
猟
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
四
年
法
律
第
八
十
八

号
）
第
三
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
特
定
猟
具
使
用
禁
止
区
域
を
指
定
す
る
。 

 
 

令
和
八
年
十
月
二
十
三
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

大 

野 

元 

裕 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

一 

名
称 

 
 

奥
武
蔵
特
定
猟
具
使
用
禁
止
区
域
（
銃
） 

二 

区
域 

 
 

平
成
二
十
年
埼
玉
県
告
示
第
千
四
百
二
十
二
号
で
告
示
し
た
区
域
（
面
積
五
千
三
百
十
二
・ 

 

三
ヘ
ク
タ
ー
ル
） 

三 

存
続
期
間 

 
 

令
和
八
年
十
一
月
一
日
か
ら
無
期
限 

四 

禁
止
に
係
る
特
定
猟
具
の
種
類 

 
 

銃
器 



告

示 

埼
玉
県
告
示
第
七
百
九
号 

 
鳥
獣
の
保
護
及
び
管
理
並
び
に
狩
猟
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
四
年
法
律
第
八
十
八

号
）
第
三
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
特
定
猟
具
使
用
禁
止
区
域
を
指
定
す
る
。 

 
 

令
和
八
年
十
月
二
十
三
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

大 

野 

元 

裕 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

一 

名
称 

 
 

高
根
ゴ
ル
フ
場
特
定
猟
具
使
用
禁
止
区
域
（
銃
） 

二 

区
域 

 
 

令
和
五
年
埼
玉
県
告
示
第
千
二
百
三
十
二
号
で
告
示
し
た
区
域
（
面
積
二
百
三
十
四
・
三
ヘ 

 

ク
タ
ー
ル
） 

三 

存
続
期
間 

 
 

令
和
八
年
十
一
月
一
日
か
ら
無
期
限 

四 

禁
止
に
係
る
特
定
猟
具
の
種
類 

 
 

銃
器 

 



告

示 

埼
玉
県
告
示
第
七
百
十
号 

 
鳥
獣
の
保
護
及
び
管
理
並
び
に
狩
猟
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
四
年
法
律
第
八
十
八

号
）
第
三
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
特
定
猟
具
使
用
禁
止
区
域
を
指
定
す
る
。 

 
 

令
和
八
年
十
月
二
十
三
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

大 

野 

元 

裕 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

一 

名
称 

 
 

川
越
市
山
の
家
特
定
猟
具
使
用
禁
止
区
域
（
銃
） 

二 

区
域 

 
 

昭
和
五
十
一
年
埼
玉
県
告
示
第
千
四
百
二
十
三
号
で
告
示
し
た
区
域
（
面
積
五
ヘ
ク
タ
ー
ル
） 

三 

存
続
期
間 

 
 

令
和
八
年
十
一
月
一
日
か
ら
無
期
限 

四 

禁
止
に
係
る
特
定
猟
具
の
種
類 

 
 

銃
器 



告

示 

埼
玉
県
告
示
第
七
百
十
一
号 

 
鳥
獣
の
保
護
及
び
管
理
並
び
に
狩
猟
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
四
年
法
律
第
八
十
八

号
）
第
三
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
特
定
猟
具
使
用
禁
止
区
域
を
指
定
す
る
。 

 
 

令
和
八
年
十
月
二
十
三
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

大 

野 

元 

裕 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

一 

名
称 

 
 

国
民
宿
舎
両
神
荘
特
定
猟
具
使
用
禁
止
区
域
（
銃
） 

二 

区
域 

 
 

昭
和
六
十
一
年
埼
玉
県
告
示
第
千
五
百
六
十
九
号
で
告
示
し
た
区
域
（
面
積
四
十
五
ヘ
ク
タ 

 

ー
ル
） 

三 

存
続
期
間 

 
 

令
和
八
年
十
一
月
一
日
か
ら
無
期
限 

四 

禁
止
に
係
る
特
定
猟
具
の
種
類 

 
 

銃
器 



告

示 

埼
玉
県
告
示
第
七
百
十
二
号 

 
鳥
獣
の
保
護
及
び
管
理
並
び
に
狩
猟
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
四
年
法
律
第
八
十
八

号
）
第
三
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
特
定
猟
具
使
用
禁
止
区
域
を
指
定
す
る
。 

 
 

令
和
八
年
十
月
二
十
三
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

大 

野 

元 

裕 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

一 

名
称 

 
 

川
本
特
定
猟
具
使
用
禁
止
区
域
（
銃
） 

二 

区
域 

 
 

平
成
十
七
年
埼
玉
県
告
示
第
二
千
二
十
四
号
で
告
示
し
た
区
域
（
面
積
千
八
百
八
十
三
・
五 

 

ヘ
ク
タ
ー
ル
） 

三 

存
続
期
間 

 
 

令
和
八
年
十
一
月
一
日
か
ら
無
期
限 

四 

禁
止
に
係
る
特
定
猟
具
の
種
類 

 
 

銃
器 

 



告

示 

埼
玉
県
告
示
第
七
百
十
三
号 

 
鳥
獣
の
保
護
及
び
管
理
並
び
に
狩
猟
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
四
年
法
律
第
八
十
八

号
）
第
三
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
特
定
猟
具
使
用
禁
止
区
域
を
指
定
す
る
。 

 
 

令
和
八
年
十
月
二
十
三
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

大 

野 

元 

裕 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

一 

名
称 

 
 

庄
和
特
定
猟
具
使
用
禁
止
区
域
（
銃
） 

二 

区
域 

 
 

平
成
二
十
四
年
埼
玉
県
告
示
第
千
三
百
五
十
七
号
で
告
示
し
た
区
域
（
面
積
二
千
百
八
十
六 

 

ヘ
ク
タ
ー
ル
） 

三 

存
続
期
間 

 
 

令
和
八
年
十
一
月
一
日
か
ら
無
期
限 

四 

禁
止
に
係
る
特
定
猟
具
の
種
類 

 
 

銃
器 

 



告

示 

埼
玉
県
告
示
第
七
百
十
四
号 

 
鳥
獣
の
保
護
及
び
管
理
並
び
に
狩
猟
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
四
年
法
律
第
八
十
八

号
）
第
三
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
特
定
猟
具
使
用
禁
止
区
域
を
指
定
す
る
。 

 
 

令
和
八
年
十
月
二
十
三
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

大 

野 

元 

裕 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

一 

名
称 

 
 

鹿
飼
特
定
猟
具
使
用
禁
止
区
域
（
銃
） 

二 

区
域 

 
 

平
成
八
年
埼
玉
県
告
示
第
千
五
百
九
十
二
号
で
告
示
し
た
区
域
（
面
積
百
四
十
七
ヘ
ク
タ
ー 

 

ル
） 

三 

存
続
期
間 

 
 

令
和
八
年
十
一
月
一
日
か
ら
無
期
限 

四 

禁
止
に
係
る
特
定
猟
具
の
種
類 

 
 

銃
器 

 



告

示 

埼
玉
県
告
示
第
七
百
十
五
号 

 
鳥
獣
の
保
護
及
び
管
理
並
び
に
狩
猟
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
四
年
法
律
第
八
十
八

号
）
第
三
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
特
定
猟
具
使
用
禁
止
区
域
を
指
定
す
る
。 

 
 

令
和
八
年
十
月
二
十
三
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

大 

野 

元 

裕 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

一 

名
称 

 
 

妻
沼
特
定
猟
具
使
用
禁
止
区
域
（
銃
） 

二 

区
域 

 
 

平
成
八
年
埼
玉
県
告
示
第
千
五
百
九
十
三
号
で
告
示
し
た
区
域
（
面
積
三
百
二
十
七
ヘ
ク
タ 

 

ー
ル
） 

三 

存
続
期
間 

 
 

令
和
八
年
十
一
月
一
日
か
ら
無
期
限 

四 

禁
止
に
係
る
特
定
猟
具
の
種
類 

 
 

銃
器 

 



告

示 

埼
玉
県
告
示
第
七
百
十
六
号 

 
鳥
獣
の
保
護
及
び
管
理
並
び
に
狩
猟
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
四
年
法
律
第
八
十
八

号
）
第
三
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
特
定
猟
具
使
用
禁
止
区
域
を
指
定
す
る
。 

 
 

令
和
八
年
十
月
二
十
三
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

大 

野 

元 

裕 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

一 

名
称 

 
 

大
利
根
特
定
猟
具
使
用
禁
止
区
域
（
銃
） 

二 

区
域 

 
 

平
成
十
一
年
埼
玉
県
告
示
第
千
三
百
八
十
八
号
で
告
示
し
た
区
域
（
面
積
四
百
六
十
六
・
三 

 

ヘ
ク
タ
ー
ル
） 

三 

存
続
期
間 

 
 

令
和
八
年
十
一
月
一
日
か
ら
無
期
限 

四 

禁
止
に
係
る
特
定
猟
具
の
種
類 

 
 

銃
器 

 



告

示 

埼
玉
県
告
示
第
七
百
十
七
号 

 
鳥
獣
の
保
護
及
び
管
理
並
び
に
狩
猟
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
四
年
法
律
第
八
十
八

号
）
第
三
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
特
定
猟
具
使
用
禁
止
区
域
を
指
定
す
る
。 

 
 

令
和
八
年
十
月
二
十
三
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

大 

野 

元 

裕 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

一 

名
称 

 
 

栗
橋
特
定
猟
具
使
用
禁
止
区
域
（
銃
） 

二 

区
域 

 
 

平
成
二
十
六
年
埼
玉
県
告
示
第
千
四
百
十
八
号
で
告
示
し
た
区
域
（
面
積
千
五
百
七
十
八
ヘ 

 

ク
タ
ー
ル
） 

三 

存
続
期
間 

 
 

令
和
八
年
十
一
月
一
日
か
ら
無
期
限 

四 

禁
止
に
係
る
特
定
猟
具
の
種
類 

 
 

銃
器 

 



告

示 

埼
玉
県
告
示
第
七
百
十
八
号 

 
鳥
獣
の
保
護
及
び
管
理
並
び
に
狩
猟
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
四
年
法
律
第
八
十
八

号
）
第
三
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
特
定
猟
具
使
用
禁
止
区
域
を
指
定
す
る
。 

 
 

令
和
八
年
十
月
二
十
三
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

大 

野 

元 

裕 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

一 

名
称 

 
 

騎
西
特
定
猟
具
使
用
禁
止
区
域
（
銃
） 

二 

区
域 

 
 

平
成
二
十
四
年
埼
玉
県
告
示
第
千
三
百
六
十
二
号
で
告
示
し
た
区
域
（
面
積
三
百
二
十
五
・ 

 

六
ヘ
ク
タ
ー
ル
） 

三 

存
続
期
間 

 
 

令
和
八
年
十
一
月
一
日
か
ら
無
期
限 

四 

禁
止
に
係
る
特
定
猟
具
の
種
類 

 
 

銃
器 

 



告

示 

埼
玉
県
告
示
第
七
百
十
九
号 

 
鳥
獣
の
保
護
及
び
管
理
並
び
に
狩
猟
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
四
年
法
律
第
八
十
八

号
）
第
三
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
特
定
猟
具
使
用
禁
止
区
域
を
指
定
す
る
。 

 
 

令
和
八
年
十
月
二
十
三
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

大 

野 

元 

裕 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

一 

名
称 

 
 

大
滝
げ
ん
き
プ
ラ
ザ
特
定
猟
具
使
用
禁
止
区
域
（
銃
） 

二 

区
域 

 
 

平
成
八
年
埼
玉
県
告
示
第
千
五
百
九
十
七
号
で
告
示
し
た
区
域
（
面
積
七
十
九
ヘ
ク
タ
ー
ル
） 

三 

存
続
期
間 

 
 

令
和
八
年
十
一
月
一
日
か
ら
無
期
限 

四 

禁
止
に
係
る
特
定
猟
具
の
種
類 

 
 

銃
器 

 



告

示 

埼
玉
県
告
示
第
七
百
二
十
号 

 
鳥
獣
の
保
護
及
び
管
理
並
び
に
狩
猟
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
四
年
法
律
第
八
十
八

号
）
第
三
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
特
定
猟
具
使
用
禁
止
区
域
を
指
定
す
る
。 

 
 

令
和
八
年
十
月
二
十
三
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

大 

野 

元 

裕 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

一 

名
称 

 
 

泉
地
区
特
定
猟
具
使
用
禁
止
区
域
（
銃
） 

二 

区
域 

 
 

平
成
八
年
埼
玉
県
告
示
第
千
八
百
四
十
一
号
で
告
示
し
た
区
域
（
面
積
四
百
五
十
ヘ
ク
タ
ー 

 

ル
） 

三 

存
続
期
間 

 
 

令
和
八
年
十
一
月
一
日
か
ら
無
期
限 

四 

禁
止
に
係
る
特
定
猟
具
の
種
類 

 
 

銃
器 

 



告

示 

埼
玉
県
告
示
第
七
百
二
十
一
号 

地
方
自
治
法
䥹
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号
䥺
第
二
百
四
十
三
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に

よ
り
䣍
次
の
と
お
り
公
金
事
務
を
委
託
し
た
の
で
䣍
同
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
告
示
す
る
䣎 

 
 

令
和
八
年
十
月
二
十
三
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

大 

野 

元 

裕 

一 

委
託
し
た
公
金
事
務
䣍
指
定
公
金
事
務
取
扱
者
の
名
称
等
及
び
委
託
期
間 

            

二 

指
定
公
金
事
務
取
扱
者
の
指
定
を
し
た
日 

 
 

令
和
八
年
四
月
一
日 

三 

委
託
を
し
た
日 

 
 

令
和
八
年
四
月
一
日 

   

埼
玉
県
障
害
者
交
流
セ
ン

タ
䤀
使
用
料
の
徴
収
事
務 

公

金

事

務 

埼
玉
県
比
企
郡
嵐
山
町
古
里
千
八
百
四
十

八
番
地 

社
会
福
祉
法
人
埼
玉
県
社
会
福
祉
事
業
団 

 

理
事
長 

播
磨 

高
志 

指
定
公
金
事
務
取
扱
者
の
名
称
䣍

住

所

又

は

事

務

所

の

所

在

地 

令
和
八
年
四
月
一
日
か
ら 

令
和
九
年
三
月
三
十
一
日
ま
で 

委

託

期

間 

 



告

示 

埼
玉
県
告
示
第
七
百
二
十
二
号 

 
土
地
改
良
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号
）
第
十
八
条
第
十
八
項
の
規
定
に
よ
り
、 

上
里
幹
線
土
地
改
良
区
か
ら
役
員
に
就
任
し
た
者
及
び
役
員
を
退
任
し
た
者
の
氏
名
及
び
住
所
に

つ
い
て
、
次
の
と
お
り
届
出
が
あ
っ
た
。 

令
和
八
年
十
月
二
十
三
日 

埼
玉
県
知
事 

大 

野 

元 

裕 

一 

就
任 

 
 

職
名 

氏 
 

名 
 

 
 

 
 

住 

所 

 
 

理
事 

櫻 

澤 
 

 

晃 
 

埼
玉
県
児
玉
郡
神
川
町
大
字
植
竹
六
百
四
十
一
番
地
五 

 
 

同 
 

吉 

田 

信 

解 
 

同 
 

本
庄
市
本
庄
二
丁
目
四
番
八
号 

 
 

同 
 

山 

下 

博 

一 
 

同 
 

児
玉
郡
上
里
町
大
字
神
保
原
町
五
百
九
十
三
番
地
二 

 
 

同 
 

塚 

本 

き
み
子 

 

同 
 

同 
 

同 
 

同 

七
本
木
七
百
八
十
九
番
地 

 
 

同 
 

金 

井 

眞
知
子 

 

同 
 

同 
 

同 
 

同 

嘉
美
四
百
七
十
九
番
地 

 
 

同 
 

野 

中 

富 

男 
 

同 
 

本
庄
市
杉
山
二
十
九
番
地 

 
 

同 
 

須 

賀 

淳 

吉 
 

同 
 

同 
 

沼
和
田
七
百
五
十
一
番
地 

 
 

同 
 

塩 

原 

寿 

志 
 

同 
 

同 
 

都
島
八
百
五
十
四
番
地 

 
 

同 
 

新 

井 

俊 

一 
 

同 
 

同 
 

仁
手
三
百
四
十
六
番
地 

 
 

同 
 

宮 

﨑 

博 

之 
 

同 
 

同 
 

牧
西
四
百
三
十
九
番
地
五 

 
 

同 
 

田 

端 

富 

夫 
 

同 
 

同 
 

宮
戸
四
百
七
十
四
番
地 

 
 

同 
 

高 

栁 

博 

明 
 

同 
 

児
玉
郡
神
川
町
大
字
植
竹
千
二
百
六
十
六
番
地 

 
 

同 
 

木 

村 
 

 

豊 
 

同 
 

同 
 

同 
 

同 

新
里
六
百
二
十
四
番
地
一 

 
 

同 
 

荒 

井 

干 

城 
 

同 
 

同 
 

上
里
町
大
字
勅
使
河
原
九
十
八
番
地 

 
 

同 
 

松 

本 

勝 

房 
 

同 
 

同 
 

同 
 

同 

藤
木
戸
五
百
五
十
五
番
地 

 
 

同 
 

木 

村 

信 

雄 
 

同 
 

同 
 

同 
 

同 

堤
千
六
番
地 

 
 

同 
 

関 

本 
 

 

勲 
 

同 
 

同 
 

同 
 

同 

三
町
八
百
九
十
九
番
地 

 
 

同 
 

山 

下 
 

 

登 
 

同 
 

同 
 

同 
 

同 

神
保
原
町
五
百
七
十
番
地 

 
 

同 
 

柴 

﨑 

久 

男 
 

同 
 

同 
 

同 
 

同 

七
本
木
百
七
十
八
番
地 

 
 

同 
 

坂 

本 
 

 

均 
 

同 
 

同 
 

同 
 

同 

大
御
堂
百
三
十
三
番
地 

 
 

同 
 

小 

林 

雄 

一 
 

同 
 

同 
 

同 
 

同 

八
町
河
原
二
千
百
三
十
番
地 

 
 

同 
 

南 

雲 

秀 

治 
 

同 
 

同 
 

同 
 

同 

金
久
保
千
五
百
六
十
三
番
地 

 
 

監
事 

黒 

澤 

利 

夫 
 

同 
 

同 
 

同 
 

同 

嘉
美
三
百
六
十
五
番
地
一 

 
 

同 
 

秋 

山 

岩 

男 
 

同 
 

同 
 

神
川
町
大
字
肥
土
四
百
六
十
四
番
地
一 

 

同 
 

鈴 

木 

恵 

久 
 

同 
 

本
庄
市
今
井
千
百
六
十
六
番
地
七 



二 

退
任 

 
 

職
名 

氏 
 

名 
 

 
 

 
 

住 

所 

 
 

理
事 

櫻 

澤 
 

 

晃 
 

埼
玉
県
児
玉
郡
神
川
町
大
字
植
竹
六
百
四
十
一
番
地
五 

 
 

同 
 

吉 

田 

信 

解 
 

同 
 

本
庄
市
本
庄
二
丁
目
四
番
八
号 

 
 

同 
 

山 

下 

博 

一 
 

同 
 

児
玉
郡
上
里
町
大
字
神
保
原
町
五
百
九
十
三
番
地
二 

 
 

同 
 

野 
中 

富 

男 
 

同 
 

本
庄
市
杉
山
二
十
九
番
地 

 
 

同 
 

須 

賀 
淳 

吉 
 

同 
 

同 
 

沼
和
田
七
百
五
十
一
番
地 

 
 

同 
 

中 

野 

和 
夫 

 

同 
 

同 
 

久
々
宇
百
六
十
八
番
地
一 

 
 

同 
 

井 

上 
 

 

清 
 

同 
 

同 
 

仁
手
三
百
二
十
二
番
地
一 

 
 

同 
 

久 

保 
 

 

勉 
 

同 
 

同 
 

小
島
二
丁
目
一
番
十
九
号 

 
 

同 
 

粂 

原 

達 

也 
 

同 
 

同 
 

堀
田
九
百
三
十
六
番
地 

 
 

同 
 

高 

栁 

博 

明 
 

同 
 

児
玉
郡
神
川
町
大
字
植
竹
千
二
百
六
十
六
番
地 

 
 

同 
 

木 

村 
 

 

豊 
 

同 
 

同 
 

同 
 

同 

新
里
六
百
二
十
四
番
地
一 

 
 

同 
 

荒 

井 

干 

城 
 

同 
 

同 
 

上
里
町
大
字
勅
使
河
原
九
十
八
番
地 

 
 

同 
 

松 

本 

勝 

房 
 

同 
 

同 
 

同 
 

同 
藤
木
戸
五
百
五
十
五
番
地 

 
 

同 
 

木 

村 

信 

雄 
 

同 
 

同 
 

同 
 

同 
堤
千
六
番
地 

 
 

同 
 

関 

本 
 

 

勲 
 

同 
 

同 
 

同 
 

同 

三
町
八
百
九
十
九
番
地 

同 
 

中 

里 
 

 

実 
 

同 
 

同 
 

同 
 

同 

金
久
保
千
二
百
五
十
八
番
地 

 
 

同 
 

山 

下 
 

 

登 
 

同 
 

同 
 

同 
 

同 

神
保
原
町
五
百
七
十
番
地 

 
 

同 
 

柴 

﨑 

久 

男 
 

同 
 

同 
 

同 
 

同 

七
本
木
百
七
十
八
番
地 

 
 

同 
 

中
久
木 

一 

夫 
 

同 
 

同 
 

同 
 

同 

大
御
堂
二
百
十
九
番
地 

 
 

同 
 

山 

口 
 

 

修 
 

同 
 

同 
 

同 
 

同 

忍
保
千
二
百
八
十
六
番
地 

 
 

監
事 

黒 

澤 

利 

夫 
 

同 
 

同 
 

同 
 

同 

嘉
美
三
百
六
十
五
番
地
一 

 
 

同 
 

秋 

山 

岩 

男 
 

同 
 

同 
 

神
川
町
大
字
肥
土
四
百
六
十
四
番
地
一 

 
 

同 
 

岡 

芹 
 

 

博 
 

同 
 

本
庄
市
今
井
七
百
番
地 

 



告

示 

埼
玉
県
告
示
第
七
百
二
十
三
号 

次
の
雨
水
流
出
抑
制
施
設
は
、
埼
玉
県
雨
水
流
出
抑
制
施
設
の
設
置
等
に
関
す
る
条
例
（
平
成 

十
八
年
埼
玉
県
条
例
第
二
十
号
）
第
五
条
第
一
項
の
規
則
で
定
め
る
技
術
的
基
準
に
適
合
す
る
と 

認
め
た
の
で
、
告
示
す
る
。 

令
和
八
年
十
月
二
十
三
日 

埼
玉
県
知
事 

大 

野 

元 

裕 

一 

許
可
番
号 

 
 

第
二
〇
二
五―

八―

一
号 

二 

雨
水
流
出
抑
制
施
設
の
敷
地
で
あ
る
土
地
の
区
域 

 

 
 

埼
玉
県
久
喜
市
吉
羽
四
百
三
十
六
番
二
外
四
十
三
筆 

三 

雨
水
流
出
抑
制
施
設
の
容
量 

 
 

容
量 

二
千
八
百
七
十
六
立
方
メ
ー
ト
ル 

 
 

 



告 
 

示 

埼
玉
県
告
示
第
七
百
二
十
四
号 

 
Ｗ
Ｔ
Ｏ
に
基
づ
く
政
府
調
達
に
関
す
る
協
定
の
適
用
を
受
け
る
調
達
に
つ
い
て
、
落
札
者
を
決

定
し
た
の
で
、
次
の
と
お
り
公
示
す
る
。 

 
 

令
和
八
年
十
月
二
十
三
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

大 

野 

元 

裕 
 

 
 



１ 購入等件名及び数量 

  大宮公園清掃・警備業務委託 一式 

２ 契約に関する事務を担当する部局の名称及び所在地 

  埼玉県大宮公園事務所総務管理担当 埼玉県さいたま市大宮区高鼻町４丁目 

３ 落札者を決定した日 

  令和８年９月16日 

４ 落札者の氏名及び住所 

  株式会社昭和綜合サービス 埼玉県さいたま市浦和区元町３丁目23番３号 

５ 落札金額 

  102,289,000円 

６ 契約の相手方を決定した手続 

  一般競争入札 

７ 入札の公告を行った日 

  令和８年８月７日 

  



告

示 

埼
玉
県
本
庄
県
土
整
備
事
務
所
長
告
示
第
二
十
二
号 

 
道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
よ

う
に
道
路
の
供
用
を
開
始
す
る
。 

 

そ
の
関
係
図
面
は
、
令
和
八
年
十
月
二
十
三
日
か
ら
三
十
日
間
埼
玉
県
県
土
整
備
部
道
路
環
境

課
及
び
埼
玉
県
本
庄
県
土
整
備
事
務
所
に
お
い
て
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。 

 
 

令
和
八
年
十
月
二
十
三
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
本
庄
県
土
整
備
事
務
所
長 

伊 

藤 

正 

経 
 

 
 

     



  

県
道
中
瀬
牧
西
線 

路 
 

線 
 

名 

本
庄
市
小
和
瀬
字
行
人
塚
四
四
番
一

地
先
か
ら 

同
市
小
和
瀬
字
行
人
塚
三
二
番
地
先

ま
で 

（
た
だ
し
、
関
係
図
面
に
表
示
す
る
部

分
に
限
る
。
） 

供
用
開
始
の
区
間 

令
和
八
年
十
月
二
十
三
日 

供
用
開
始
の
期
日 

令
和
五
年
九
月
二
十
六
日
付
け
埼
玉
県

本
庄
県
土
整
備
事
務
所
長
告
示
第
十
七

号
で
告
示
し
た
道
路
予
定
区
域
の
一
部

供
用
開
始
で
あ
る
。 

延
長
八
五
・
四
四
メ
ー
ト
ル 

備  

考 



告

示 

埼
玉
県
熊
谷
建
築
安
全
セ
ン
タ
ー
所
長
告
示
第
五
号 

 
建
築
基
準
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
一
号
）
第
八
十
六
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り

認
定
し
た
の
で
、
次
の
と
お
り
公
告
す
る
。 

令
和
八
年
十
月
二
十
三
日 埼

玉
県
熊
谷
建
築
安
全
セ
ン
タ
ー
所
長 

志 

村 
 

 

宏 



  

第
一
号 

認
定
番
号 

令
和
八
年
十
月
二
十
三
日 

認

定

年

月

日 

埼
玉
県
大
里
郡
寄
居
町
大
字
三
ケ
山
字
向
田
三
百

六
十
八
番
一
外
百
六
十
八
筆 

対

象

区

域 

埼
玉
県
熊
谷
建
築
安
全
セ
ン
タ
ー
内 

公
告
に
係
る
対
象
区
域
等
を
縦
覧
に
供
す
る
場
所 



告

示 

埼
玉
県
教
委
告
示
第
二
十
八
号 

 
埼
玉
県
教
育
委
員
会
定
例
会
を
次
の
と
お
り
招
集
す
る
。 

 
 

令
和
八
年
十
月
二
十
三
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
教
育
委
員
会
教
育
長 

石 

川 
 

 

薫 
 

 
 

一 

日
時 

 
 

令
和
八
年
十
月
二
十
九
日 

午
前
十
時 

二 

場
所 

 
 

さ
い
た
ま
市
浦
和
区
高
砂
三
丁
目
十
五
番
一
号 

 
 

埼
玉
県
教
育
局
教
育
委
員
会
室 

三 

議
題 

当
面
す
る
教
育
関
係
諸
問
題
に
つ
い
て 

 



告

示 

埼
玉
県
選
管
告
示
第
五
十
五
号 

 
公
職
選
挙
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
号
）
第
百
六
十
一
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
、
寄
居

町
選
挙
管
理
委
員
会
か
ら
、
同
条
第
一
項
第
三
号
の
施
設
を
次
の
と
お
り
指
定
し
た
旨
の
報
告
が

あ
っ
た
。 

 
 

令
和
八
年
十
月
二
十
三
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
長 

長 

峰 

宏 

芳 
 

 
 

  

寄
居
町
鉢
形
財
産
区
会

館 カ
タ
ク
リ
体
育
セ
ン
タ

ー 寄
居
町
民
ホ
ー
ル 

寄
居
駅
南
口
駅
前
拠
点

施
設 

寄
居
町
勤
労
福
祉
セ
ン

タ
ー 

施
設
の
名
称 

埼
玉
県
大
里
郡
寄
居
町
大

字
鉢
形
二
百
十
一
番
地
三 

埼
玉
県
大
里
郡
寄
居
町
大

字
折
原
千
八
百
五
十
六
番

地 埼
玉
県
大
里
郡
寄
居
町
大

字
寄
居
千
三
百
番
地 

埼
玉
県
大
里
郡
寄
居
町
大

字
寄
居
千
二
百
三
十
一
番

地
十
一 

埼
玉
県
大
里
郡
寄
居
町
大

字
寄
居
九
百
四
十
一
番
地

一 

所

在

地 

寄
居
町
長 

寄
居
町
長 

寄

居

町

教

育

委
員
会 

ア
イ
ル
・
コ
ー

ポ
レ
ー
シ
ョ
ン

株
式
会
社 

寄
居
町
長 

管

理

者 

三
百
人 

六
十
人 

五
百
七
十
二
人 

五
十
人 

百
四
十
人 

収

容

人

員 



告

示 

埼
玉
県
選
管
告
示
第
五
十
六
号 

 
公
職
選
挙
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
号
）
第
百
六
十
一
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
、
入
間

市
選
挙
管
理
委
員
会
か
ら
、
同
条
第
一
項
第
三
号
の
規
定
に
基
づ
き
指
定
し
た
次
の
施
設
に
つ
い

て
取
り
消
し
た
旨
の
報
告
が
あ
っ
た
。 

 
 

令
和
八
年
十
月
二
十
三
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
長 

長 

峰 

宏 

芳 

  

入

間

市

市

民

会

館 

施
設
の
名
称 

埼
玉
県
入
間
市
豊
岡
三
丁
目
十
番

十
号 

所

在

地 

公
益
財
団
法

人
入
間
市
振

興
公
社 

管

理

者 

千
八
十
六
人 

収

容

人

員 



正

誤 

  
埼
玉
県
告
示
第
二
千
九
百
五
十
四
号
号
（
平
成
二
十
九
年
十
一
月
二
十
一
日
第
千
二
百
三
十
八

号
）
目
次
中
訂
正 

 

誤 

    

正 

 河
川
法
第

1
6
条
の
４
第

1
項
第

2
号
イ
の
規
定
に
基
づ
く
河
川
区
域
内
の
土
地
に
捨
て
、
又
は

放
置
し
て
は
な
ら
な
い
も
の
の
指
定

 

河
川
法
施
行
令
第

1
6
条
の
４
第

1
項
第

2
号
イ
の
規
定
に
基
づ
く
河
川
区
域
内
の
土
地
に
捨
て
、

又
は
放
置
し
て
は
な
ら
な
い
も
の
の
指
定
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